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倉
慈
司
・
小
川
宏
和

『
春
記
』
に
つ
い
て

　

平
安
時
代
中
期
の
公
卿
で
あ
る
藤
原
資
房
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
五
七
）
の
日
記
は

『
春
記
』
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
名
は
春
宮
権
大
夫
を
勤
め
た
こ
と
に
よ

る
名
称
で
あ
る
。

　
『
春
記
』
は
「
日
次
記
」
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
『
小
右
記
』
や
『
左

経
記
』
等
に
比
べ
、
写
本
の
普
及
が
遅
れ
た
が
、
江
戸
時
代
末
、
東
寺
本
に
相
当
す

る
部
分
が
水
野
忠
央
に
よ
っ
て
丹
鶴
叢
書
に
収
め
ら
れ
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）

丁
未
秩
の
中
の
二
冊
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
戊
申
秩
の
中
の
一
一
冊
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
（
（
（

。
こ
れ
は
そ
の
後
、
一
九
一
二
年
に
国
書
刊
行
会
よ
り
活
字
本
と
し
て
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
星
野
恒
氏
に
よ
っ
て
そ
れ
以
外
に
ま
と
ま
っ
て
伝
存
す

る
写
本
や
『
改
元
部
類
』『
東
宮
御
元
服
部
類
記
』
等
に
収
め
ら
れ
て
い
る
逸
文
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。

　

つ
い
で
一
九
一
七
年
に
珍
書
同
好
会
よ
り
山
田
文
昭
氏
蔵
（
現
大
谷
大
学
博
物
館

蔵
）の
長
久
二
年
二
月
巻
が
矢
野
太
郎
氏
の
翻
刻
に
よ
り
謄
写
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
、

資
料
紹
介

『
春
記
』逸
文
拾
遺（
稿
）

の
ち
石
崎
達
二
氏
に
よ
る
活
字
版
が
山
田
文
昭
氏
の
遺
稿
集『
日
本
仏
教
史
之
研
究
』

（
破
塵
閣
書
房　

一
九
三
四
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。

　

一
九
三
九
年
に
は
史
料
大
成
続
編
第
三
六
冊
に
そ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た『
春
記
』

が
丹
鶴
叢
書
所
収
分
を
除
い
て「
春
記
脱
漏
」と
し
て
収
め
ら
れ
、さ
ら
に
吉
村
茂
樹
・

荻
野
三
七
彦
・
神
田
茂
氏
ら
の
研
究
（
（
（

を
承
け
て
一
九
四
〇
年
刊
行
の
第
三
八
冊
に「
春

記
脱
漏
補
遺
」
が
掲
載
さ
れ
た
（
と
も
に
矢
野
太
郎
氏
校
訂
）。
以
上
は
一
九
六
五

年
に
臨
川
書
店
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
増
補
史
料
大
成
』
七
に
ま
と
め
て
収
録
さ
れ
て

い
る
。

　

そ
の
後
、
一
九
七
六
年
に
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
九
条
家
旧
蔵
本
中
に
存
す
る
長

暦
四
年
正
月
記
の
コ
ロ
タ
イ
プ
複
製
が
製
作
さ
れ
、一
九
八
一
年
に
刊
行
さ
れ
た『
増

補
史
料
大
成
』
七　

第
三
刷
で
は
、
そ
れ
が
翻
刻
さ
れ
て
収
め
ら
れ
る
と
も
に
、
編

年
順
に
組
み
替
え
が
な
さ
れ
た
。

　

こ
れ
以
降
で
は
、
従
来
よ
り
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
田
中
教
忠
収
集
本
が
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
の
所
蔵
と
な
り
、古
瀬
奈
津
子
「「
田
中
本
春
記
」
に
つ
い
て
」（『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
五
〇　

一
九
九
三
年
）
に
よ
っ
て
、『
増
補
史
料
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大
成
』
未
収
部
分
の
影
印
翻
刻
が
な
さ
れ
、
ま
た
九
条
家
本
整
理
の
過
程
で
発
見
さ

れ
た
断
簡
が
、
宮
崎
康
充
「『
春
記
』
長
暦
四
年
（
長
久
元
年
）
十
月
条
」（『
書
陵

部
紀
要
』
五
四　

二
〇
〇
三
年
）
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
た
。

　

ま
た
既
収
で
は
あ
る
も
の
の
、
妙
法
院
蔵
本
が
妙
法
院
史
研
究
会
編
『
妙
法
院
史

料
』
五
（
吉
川
弘
文
館　

一
九
八
〇
年
）
に
、
高
山
寺
蔵
本
が
高
山
寺
典
籍
文
書
綜

合
調
査
団
編
『
高
山
寺
古
典
籍
纂
集
』（
高
山
寺
資
料
叢
書
一
七　

東
京
大
学
出
版

会　

一
九
八
八
年
）
に
翻
刻
（
後
者
は
影
印
も
収
録
）
さ
れ
て
い
る
。

　

逸
文
に
つ
い
て
は
星
野
氏
以
前
、
近
世
に
伴
信
友
の
『
史
籍
年
表
』
や
柳
原
紀
光

に
よ
る
『
柳
原
家
所
蔵
書
目
（
柳
原
家
所
持
日
記
便
覧
）』
と
い
っ
た
研
究
が
あ
っ

た
が
、
神
田
茂
氏
が
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
逸
文
の
集
成
を
行

な
い
（
（
（

、
そ
の
後
、
そ
れ
を
も
と
に
桃
裕
行
氏
が
追
補
さ
れ
た
（
（
（

。
桃
氏
以
降
で
は
、
丸

山
裕
美
子
氏
に
よ
る
『
遷
幸
部
類
記
』
所
引
逸
文
の
翻
刻
・
影
印
、
高
田
義
人
氏
に

よ
る
『
羽
林
要
秘
抄
』
所
引
逸
文
の
指
摘
・
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
ま
た
渡
邉

拓
也
氏
は
「
藤
原
資
房
・
資
仲
兄
弟
の
儀
式
書
に
つ
い
て
」（『
芸
林
』
五
九
―
一
、

二
〇
一
〇
年
）
に
お
い
て
逸
文
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
記
事
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
以
上
の
先
行
研
究
を
参
考
と
し
つ
つ
、『
増
補
史
料
大
成
』
お
よ
び
『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
五
〇
・『
書
陵
部
紀
要
』
五
四
に
未
翻
刻
の
『
春
記
』

逸
文
を
年
次
順
に
配
列
し
た
。
作
業
は
、
小
倉
が
採
録
す
べ
き
箇
所
を
指
示
し
て
藍

原
有
理
子
氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
学
術
支
援
職
員
）
が
文
字
に
起
こ
し
入
力
し

た
後
、
さ
ら
に
底
本
の
検
討
や
内
容
の
検
討
・
校
合
、
ま
た
史
料
の
追
加
等
を
小
川

が
行
な
い
、
最
終
的
に
小
倉
が
調
整
し
た
。
逸
文
の
蒐
集
に
あ
た
っ
て
は
石
田
実
洋

氏
よ
り
『
諒
闇
部
類
記
』『
有
職
抄
』
等
、
多
々
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

　

本
稿
は
そ
の
成
果
の
一
部
を
二
〇
一
二
年
度
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
研
究

「
後
期
摂
関
期
古
記
録
『
春
記
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
」（
倉
本
一
宏
研
究
代
表
）・

二
〇
一
三
年
度
同
「
後
期
摂
関
期
古
記
録
『
春
記
』
逸
文
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
」（
倉

本
一
宏
研
究
代
表
）（
二
〇
一
三
年
度
）
に
負
っ
て
い
る
。

　

本
稿
収
録
記
事
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
れ

き
は
く
」
に
て
公
開
し
て
い
る
記
録
類
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
春
記
」
に
登
載
予
定

で
あ
る
。
な
お
、
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
い
て
は
、『
増
補
史
料
大
成
』『
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』『
書
陵
部
紀
要
』
掲
載
分
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
限
り
善

本
を
底
本
と
し
、
ま
た
再
校
訂
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

各
史
料
所
蔵
機
関
に
は
、史
料
調
査
や
翻
刻
を
御
許
可
い
た
だ
い
た
こ
と
に
つ
き
、

深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
1
）　

佛
教
大
学
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
全
冊
が
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　
「
歴
世
記
録
考
」（『
史
学
叢
説
』
一　

冨
山
房　

一
九
〇
九
年　
『
春
記
』
解
説
部
分
は
初
出

一
八
九
〇
年
）。

（
3
）　

吉
村
「
春
記
」（『
歴
史
地
理
』
六
一
―
二　

一
九
三
三
年
）、
荻
野
「
藤
原
俊
成
本
『
春

記
』
並
び
に
そ
の
紙
背
文
書
の
研
究
」（『
日
本
古
文
書
学
と
中
世
文
化
史
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
五
年　

初
出
一
九
三
九
年
）、
同
「
俊
成
本
春
記
そ
の
後
の
発
見
」（『
歴
史
地
理
』

七
五
―
一　

一
九
四
〇
年
）、
同
「
春
記
最
古
の
写
本
」（『
史
観
』
二
一　

一
九
四
〇
年
）、

神
田
「
左
経
記
治
安
元
年
の
記
に
就
い
て
」（『
日
本
の
天
文
気
象
史
料
』
あ
し
か
び
書
房　

一
九
四
七
年　

初
出
一
九
四
〇
年
）。

（
4
）　
「
春
記
の
伝
本
に
関
す
る
考
察
」（『
日
本
の
天
文
気
象
史
料
』
あ
し
か
び
書
房　

一
九
四
七

年　

初
出
一
九
四
五
年
）。

（
5
）　
「
春
記
」（
桃
裕
行
著
作
集
五
『
古
記
録
の
研
究
』
下　

思
文
閣
出
版　

一
九
八
九
年
）。

（
6
）　

丸
山
「
甘
露
寺
親
長
の
『
遷
幸
部
類
記
』
に
つ
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
五
―
八　

一
九
九
六
年
）、同
「『
遷
幸
部
類
記
』
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
―
影
印
・
翻
刻
篇
（
一
）
江
記
・

春
記
・
小
右
記
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
』
日
本
文
化
学
科
編
五
四　

二
〇
〇
六
年
）、

高
田
「
羽
林
要
秘
抄
解
説
」（
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編
『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
』
五
四

羽
林
要
秘
抄
・
上
卿
簡
要
抄　

八
木
書
店　

二
〇
一
三
年
）、同
「
藤
原
定
能
撰
『
羽
林
要
秘
抄
』

の
原
撰
本
」（『
書
陵
部
紀
要
』
六
七　

二
〇
一
六
年
）。

註
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凡
例

・『
増
補
史
料
大
成
』
お
よ
び
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
五
〇
・『
書
陵

部
紀
要
』
五
四
に
未
収
録
の
『
春
記
』
逸
文
を
年
月
日
順
に
並
べ
て
翻
刻
す
る
。

た
だ
し
必
ず
し
も
『
春
記
』
と
は
確
定
で
き
な
い
も
の
も
、
参
考
と
し
て
で
き
る

だ
け
広
く
採
録
す
る
よ
う
心
が
け
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
日
記
で
は
な

く
、
儀
式
書
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
最
初
に
年
月
日
、
つ
い
で
本
文
を
掲
げ
、
そ
の
後
に
典
拠
・
依
拠
写
本
等
を
記
し

た
。
必
要
に
応
じ
て
備
考
を
付
し
た
。

・
内
容
を
把
握
し
や
す
い
よ
う
、
逸
文
以
外
の
部
分
も
あ
わ
せ
て
翻
刻
し
た
場
合
が

あ
る
。
ま
た
「
春
記
」「
資
房
卿
記
」
等
の
記
名
は
ゴ
チ
ッ
ク
体
と
し
た
。

・
翻
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
体
に
よ
る
。
細
字
や
本
文
注
に
つ
い
て
は
〈
〉
を

付
し
、
本
文
と
同
大
に
て
翻
刻
し
た
場
合
が
あ
る
。

▼
〔
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
十
二
月
十
三
日
・
十
五
日
〕

　

万
寿
三
年
十
二
月
十
三
日
中
宮
御
産
五
夜

　
　

資
後
一
条
房
卿
記

宴
座
事
畢
上
卿
一
々
参
着
御
前
座
、
殿
上
人
中
召
堪
糸
竹
之
者
、
令
候
欄
下
、

余
預箏
歟
、此
座
、
糸
竹
了
有
和
歌
、
広
業
朝
臣
記
之
、
糸
竹
畢
立
座
之
後
、
又
有

召
候
御
前
、
但
余
不
参
、
民
部
少
丞
信
頼
依
召
奉
仕
御
笛
、
少
納
言
惟
忠
奉

仕
催
馬
楽
、

　

同
十
五
日
七
夜

擲
賽
之
献
了
上
着
御
前
座
、
堪
管
絃
之
人
有
召
候
御
前
欄
外
、
余
預
此
列
候
之
、

音
声
半
減
之
間
有
勧
盃
、
有
和
歌
、

○
『
御
遊
抄
』
巻
二
御
産
御
遊
（
立
命
館
大
学
図
書
館
蔵
・
西
園
寺
文
庫
本
）

・
西
園
寺
文
庫
本
は
『
御
遊
抄
』
原
本
。

・
十
五
日
条
の
「
候
御
前
欄
外
、
余
預
此
列
候
之
、
音
声
半
減
之
間
」
の
部
分
は
底

本
は
の
ど
に
綴
じ
込
ま
れ
、判
読
で
き
ず
。今
、『
続
群
書
類
従
』巻
五
二
七
に
拠
る
。

▼
〔
長
元
元
年
（
一
〇
二
八
）
十
月
五
日
ヵ
〕

　

元
久
二
年
十
二
月

　

六
日
、
天
晴
、

今
日
下
名
云
々
、
又
弓
場
始
、
御
剣
役
蔵
人
催
之
、

申
時
許
参
殿
下
、（
○
中
略
）
此
間
参
御
前
、
不
審
事
等
申
之
、

取
御
剣
之
将
、
暫
跪
御
屏
風
之
外
、
御
座
定
後
置
御
剣
、
有
一
説
由
承
之
、
打

任
て
ハ
着
御
以
前
ニ
可
置
歟
、仰
云
、取
御
剣
前
行
、更
不
可
待
着
御
、先
可
置
也
、

内
侍
又
先
置
、

着
出
居
座
人
、上
﨟
経
座
上
自
後
着
、第
二
以
下
経
下
自
後
着
、先
年
已
用
此
説
、

〈
成
定
、宗
国
、定
家
、実
宣
、〉
自
前
着
一
説
由
承
之
上
、長
元
々
年
資
房
卿
記
、

中
将
実
基
召
上
卿
、経
出
居
座
後
、尤
為
誤
云
々
、如
此
記
者
、自
前
着
正
説
歟
、

仰
云
、
出
居
座
ハ
敷
幔
際キ
ハ

歟
、
申
云
、
逼
幔
歟
、
仰
云
、
資
房
卿
後
路
ヲ
誤
ト

書
ハ
尤
可
用
前
、
御
前
座
自
前
坐
事
、
常
習
也
、
自
前
坐
自
後
立
事
、
更
無
之
、

起
時
注
誤
由
者
、尤
自
前
可
着
也
、（
○
中
略
）
此
間
出
居
競
立
、空
座
入
無
名
門
、

実
宣
朝
臣
云
、（
○
中
略
）
予
答
云
、（
○
中
略
）
如
旧
記
者
、
勝
方
拝
時
、
出

居
立
由
不
見
、（
○
中
略
）
以
之
思
之
、
今
夜
已
玄
隔
、

長
元
々
年
記
、
勝
方
上
卿
以
下
、
於
出
居
座
南
拝
、

同
二
年
記
、
中
宮
大
夫
引
率
前
方
射
手
・
念
人
、
於
出
居
座
前
拝
、
当
出
居
座

南
可
拝
也
、
如
比
記
者
、
大
内
猶
出
居
不
可
起
歟
、

〇『
明
月
記
』
元
久
二
年
十
二
月
六
日
条
（
時
雨
亭
文
庫
本
。
財
団
法
人
冷
泉
家
時

雨
亭
文
庫
編『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
五
七 

明
月
記
二
』朝
日
新
聞
社 

一
九
九
六
年
）

・「
長
元
々
年
記
」
と
「
同
二
年
記
」
は
『
春
記
』
か
否
か
不
明
。

・
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
別
巻
に
翻
刻
あ
り
。

▼
〔
長
元
二
年
正
月
〕
Ａ

　

申
其
官
、

　
　
　
（
〇
中
略
）
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資
房
抄
云
、
長
元
二
年
正
月
記
云
、
其
官
雖
無
欠
、
依
望
申
付
短
冊
例
也
、

○
『
除
目
申
文
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
広
橋
本
『
除
秘　

蔵
人
要
』〔
資

料
番
号
Ｈ
六
三
―
四
八
三
〕）。『
長
兼
蟬
魚
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田

中
本
『
除
目
職
事
要
抄
』〔
資
料
番
号
Ｈ
七
四
三
―
二
一
二
〕）、『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家
本
〔
函
架
番
号　

九
―
五
〇
五
八
〕）
も
同
じ
。

・
渡
邉
拓
也
「
藤
原
資
房
・
資
仲
兄
弟
の
儀
式
書
に
つ
い
て
」（『
芸
林
』
五
九
―
一 

二
〇
一
〇
年
）
は
、「
資
房
抄
」
が
引
用
す
る
無
名
記
が
『
春
記
』
で
あ
る
可
能

性
を
指
摘
す
る
。
実
際
、『
長
兼
蟬
魚
抄
』『
魚
書
奉
行
抄
』
等
に
見
え
る
「
資
抄

云
、
長
暦
四
年
十
二
月
記
」
が
『
春
記
』
同
月
二
十
日
条
で
あ
る
事
例
が
確
認
で

き
る
。
長
暦
二
年
十
月
二
十
三
日
条
も
参
照
。

▼
〔
長
元
二
年
正
月
〕
Ｂ

内
覧
奏
聞
了
撰
申
文
事

　
　
　
（
〇
中
略
）　

　

資
抄
云
（
〇
中
略
）

　

同
抄
云
、
長〔長
元
ヵ
〕
久
二
年
正
月
記
云
、
随
申
文
体
書
短
冊
、

〇『
長
兼
蟬
魚
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本
『
除
目
職
事
要
抄
』〔
資

料
番
号
Ｈ
七
四
三
―
二
一
二
〕）。『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家

本
〔
函
架
番
号　

九
―
五
〇
五
八
〕）
も
同
じ
。

・
本
条
を
『
春
記
』
と
推
測
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
Ａ
条
参
照
。

▼
〔
長
元
二
年
十
月
五
日
ヵ
〕

　

→
前
掲
長
元
元
年
十
月
五
日
ヵ
条
参
照
。

▼
〔
長
元
七
年
十
二
月
十
一
日
〕

　

中チ
ウ
院
行
幸
儀　

不
載
此
抄
、〈
近
衛
将
要
枢
儀
也
、〉

　
或
記
云
、〈
資
房
、〉

長
元
七
年
十
二
月
十
一
日
、
卯
行
カ
ウ
ス中

院
、
暮ホ
ケ
イ景

〈
巻
纓
、〉
参
右
府
、
借
申
壺
胡

籙
之
次
、
問
申
今
日
作
法
、
命
云
、
侍
臣
非
小
忌
之
外
〈
謂
不
合
占
也
、〉
供
御

殿ヲ
ト
ナ
フ
ラ
ヲ

油
〈
凡
今
日
御
殿
油
号
云
小
忌
御
殿
油
、〉
間
、
早
以
退
出
者
也
、
但
蔵
人

頭
幷
可
奉
仕
御
湯
殿
事
之
人
不
可
占ウ
ラ

、
是
依
可
必
候
之
人
也
、
又
近
衛
司
有
大

忌
小
忌
也
、
大
忌
次
将
雖
扈
従
不
入
中
院
、
留
中
和
門
外
候
本
陣
幄ア
ク

、〈
中
和
門

北
掖
西
方
有
近
幄
、〉
大
忌
官
人
等
候
之
、
東
方
有
左
近
幄
、
挟
路
陣
也
、
門
南

有
大
忌
公
卿
幄
・
右
近
幄
、
北
有
右
兵
衛
幄
、
官
人
等
候
云
々
、
左
右
近
終
夜

神
楽
幷
雑
芸
昔
〔
音
ヵ
〕、次
将
乗
輿
脱
衣
給
官
人
等
云
々
、〈
是
右
府
命
也
、〉
還
御
之
時
、

同
如
初
供
奉
者
也
、
予
申
云
、
近
来
侍
臣
幷
近
衛
司
等
悉
以
小
忌
、
仍
皆
扈
従

惣
無
大
忌
人
也
、
命
云
、
奇
怪
事
也
、
今
日
行
幸
供
奉
人
不
幾
、
非
小
忌
人
惣

不
入
者
也
、
予
問
申
云
、
御
輿
候
日
華
門
之
時
、
左
将
在
北
、
当
御
輿
右
如
何
、

命
云
、
是
若
奪
本
陣
方
歟
、
又
申
云
、
御
輿
出
月
花
門
之
間
、
左
将
在
輿
南
、

当
左
方
、
理
然
、
而
還
御
之
時
、
左
将
候
御
輿
右
、〈
西
並
南
也
、〉
於
中
和
門

名
謁
、
即
左
将
問
之
、〈
公
卿
列
立
南
方
、〉
如
何
、
命
云
、
中
院
小
忌
陣
左
在

西
方
、
右
在
東
、
不
似
南
殿
儀
、
仍
奪
本
陣
方
左
将
候
御
輿
右
歟
、
便
問
公
卿

之
諸
事
随
便
耳
、

殿
上
侍
臣
帯
外
衛
之
者
、
帯
弓
箭
可
供
奉
哉
否
、
命
云
、
不
慥
覚
、
但
外
衛
佐
帯

弓
箭
候
之
有
何
難
哉
、
又
欲
候
大
忌
外
衛
陣
、
殊
不
見
今
日
事
簡カ
ン
ヤ
ウ易
也
、
又
中

重
之
中
、只
近
衛
陣
許
可
候
歟
、外
衛
事
不
殊
見
歟
、可
尋
先
例
事
也
者
、又
命
云
、

小
忌
陣
不
多
候
、
将
監
已
下
一
員
許
歟
者
、
即
参
中
納
言
殿
、
命
云
、
今
朝
参

月
次
祭
、
身
力
已
難
堪
、
今
夕
参
内
不
定
、
但
人
不
候
者
可
参
入
者
、
予
参
内
、

戌
刻
許
小
忌
〈
中
宮
権
大
夫
能
信
、
左
大
弁
重
尹
、〉・
大
忌
〈
権
大
納
言
長
家
、

中
納
言
殿
、
左
宰
相
中
将
顕
基
、〉
公
卿
等
参
入
云
々
、
近
衛
司
幷
侍
臣
等
着
小

忌
〈
件
小
忌
甚
別
様
、
可
有
青
摺
也
、〉
羅
コ
ケ
カ
ツ
ラ

蘰
了
、
戌
四
刻
出
御
南
殿
、
先
是
予
・

行
経
出
自
敷
政
門
到
日
華
門
外
、御
要
〔
腰
ヵ
〕輿舁
居
久
礼
度
古
、少
将
右
将
等
〈
親
方
、

良
貞
、〉
経
階
下
来
同
門
下
、
即
小
忌
陣
等
左
右
列
立
、
又
小
忌
公
卿
同
列
立
、

此
間
少
納
言
経
成
率
主
鈴
等
、入
自
日
華
門
令
舁
出
御
鈴
云
々
、近
衛
開
左
掖
門
、
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［『春記』逸文拾遺（稿）］……小倉慈司・小川宏和

少
納
言
等
入
自
此
門
可
取
主
鈴
歟
、
入
自
日
華
門
之
儀
、
未
見
事
也
、
可
尋
之
、

此
間
舁
契
云
々
、
今
日
不
候
大
刀
也
、
即
寄
御
輿
、
予
依
仰
昇
殿
、
取
剣
〈
内
侍

所
侍
、〉
置
御
輿
前
、〈
外
刃
右
柄
、〉
即
御
々
輿
、〈
不
警
蹕
、〉
予
又
取
神
璽
置

御
輿
左右
歟
、方
、
又
取
御
沓
授
東
竪
子
了
、
乗
輿
出
月
華
門
、〈
無
駕
輿
丁
、
只
御
輿

長
左
右
各
三
人
荷
ニ
ナ
ウ御

輿
、
可
然
歟
可
尋
也
、〉
左
将
在
御
輿
左
、〈
南
、〉
小
忌
陣

幷
小
忌
上
卿
等
前
行
如
常
、
経
陰
明
門
入
中
和
門
、〈
此
間
大
忌
陣
幷
公
卿
列
候

如
常
、〉
進
幸
神
嘉
殿
、
壇
下
〈
南
階
下
、〉
寄
御
輿
、
予
依
仰
昇
殿
、
入
自
西

戸
催
内
侍
、
小
時
内
侍
二
人
出
自
西
戸
進
候
、
予
取
御
剣
授
内
侍
、
次
取
神
璽

同
授
次
内
侍
了
、宸
儀
下
御
、〈
先
是
階
上
供
筵
道
、〉
予
扶
御
手
祗
候
、〈
階
間
也
、〉

即
入
、〈
西
戸
、〉
予
即
下
畢
傍
御
輿
退
去
、〈
御
輿
候
西
廊
、〉
小
忌
陣
左
右
〈
左

西
右
東
、〉
候
幔
内
云
々
、〈
三
方
廻
幔
、〉
予
等
候
侍
臣
座
、〈
殿
北
壇
上
為
侍

臣
座
、〉
内
蔵
寮
儲
饌
、
此
間
供
御
湯
殿
、〈
兼
房
朝
臣
奉
仕
云
々
、〉
了
供
神
座

云
々
、〈
供
撤
之
間
、南
門
有
開
闔
云
々
、〉
左
将
行
□
〔
経
〕・

右
将
良
貞
開
神
殿
戸
云
々
、

行
経
云
、
供
神
座
之
間
、
依
例
解
弓
矢
、
欲
昇
開
殿
戸
、
而
掃
部
寮
官
人
先
開

之
、
是
違
例
也
、
供左右
次
将
各
一
人
候
左
右
壇
上
、脱
調
度
㖨
左
右
幌
云
々
、

之
了
将
等
閉
戸
欲
退
帰
之
処
、
小
忌
上
卿
云
、
早
可
退
下
者
、

仍
退
帰
、奇
怪
事
也
者
、如
行
経
所
陣
〔
陳
〕者
、尤
違
例
也
、近
衛
将
先
開
戸
抑
ヲ
サ
ヘ
テ

扉
候
也
、

一
人
褰
幌
而
居
也
、
供
了
閉
戸
退
下
是
恒
事
、
上
卿
不
知
案
内
也
、
暁
膳
供
畢
、

又
徹
〔
撤
〕神
座
等
如
初
云
々
、
寅
時
還
御
、
左
将
在
御
輿
右
〈
西
幷
南
、〉
於
中
和
門

暫
留
御
輿
、
大
忌
公
卿
列
立
、〈
門
南
方
、〉
予
問
云
、
誰
曾
、〈
右
府
命
云
、
或

説
誰
々
加
侍
□
〔
ル
□ト
〕問
也
、
此
説
非
也
、
誰
曾
と
可
問
也
、〉
公
卿
次
第
名
謁
了
、

還
御
南
殿
、
予
取
御
剣
等
授
内
侍
如
前
、
予
留
階
下
〈
東
輿
、
先
是
御
輿
退
、〉

問
云
、
誰
曾
、
小
忌
公
卿
名
謁
畢
、
予
自
本
陣
出
、
于
時
寅
一
刻
許
歟
、

今
日
主
上
着
御
白
装
束
也
、

　
　

飾他本
有
之
、

御
輦
後
、
舁
立
日
華
門
之
後
、
他
人
不
触
手
云
々
、

〇『
北
山
抄
』
巻
九
裏
書
（
陽
明
文
庫
蔵
『
無
外
題　

公
事
』）

▼
〔
長
元
八
年
七
月
二
十
一
日
〕

臨
時
御
読
経
仰
御
願
趣
幷
度
者
事

大
極
殿
臨
時
御
読
経
、
仰
度
者
事

長
元
八
年
七
月
廿
一
日
、
癸
酉
、
参
八
省
、
今
日
為
祈
雨
以
六
十
口
僧
被
行
大
般
若

御
読
経
、
行
事
大
納
言
頼
宗
以
下
参
入
、
予
末
座
前
発
願
畢
、

資
房
為
給
度
者
使
、
資
房
可
給
度
者
之
由
、
仰
上
卿
、
仰
了
退
出
、
更
召
返
仰
云
、

承
勅
命
、
次
将
進
講
師
辺
可
仰
此
由
者
、
仍
仰
之
者
、
人
々
被
称
資
房
失
云
々
、
件

事
、
今
朝
間
申
殿
下
所
被
仰
如
此
、
次
将
仰
上
卿
、
々
々
仰
弁
云
々
、
上
卿
不
知
案

内
歟
者
、
近
代
事
以
上
々
〔
　
ヵ
〕不

知
、
称
人
々
有
失
、
被
瓫
（
マ
マ
）向

壁
也
云
々
、

〇『
北
山
抄
』
巻
九
裏
書
（
陽
明
文
庫
蔵
『
無
外
題　

公
事
』）

・『
春
記
』
か
否
か
不
明
。
記
主
は
資
平
と
考
え
る
べ
き
か
。

▼
〔
長
元
十
年
十
月
二
十
二
日
〕

季
御
読
経

南
殿
儀

　
（
〇
中
略
）

御
前
儀

出
居
参
上
、（
〇
中
略
）

大
極
殿
自
壇
上
西
度ワ
タ
リ
テ可
入
自
仏
前
之
間
乎
、〈
或
上
卿
仰
威
従
、〉

「
長
（
〇
貼
紙
）
元
十
年
十
月
廿
二
日
、
於
大
極
殿
被
行
仁
王
会
、
有
行
幸
、
左
中
将
資
房

法
用
後
、
従
西
方
〈
柱
本
、〉
進
向
、
就
講
高
座
下
、
仰
給
度
者
之
由
、
帯
剣

着
浅
沓
、

　
『
他
（
〇
朱
書
）
本
有
此
事
、』」

　

仁
王
会
儀
准
之
、
但
給
度
者
之
時
、
上
卿
仰
威
従
、
次
将
不
仰
、

〇『
北
山
抄
』
巻
九
（
陽
明
文
庫
蔵
『
無
外
題　

公
事
』）

・『
春
記
』
か
否
か
不
明
。

▼
〔
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）
正
月
二
日
〕

卿



224

長後朱
雀暦
元
、
十
、
廿
三
、
幸
高
陽
院
、（
〇
中
略
）

同
二
、
正
、
二
、
幸
同
院
、〈
資
房
卿
記
、〉
伶
人
不
候
、
仍
不
奏
絃
管
、

〇『
御
遊
抄
』
巻
二
朝
覲
行
幸
（
立
命
館
大
学
図
書
館
蔵
・
西
園
寺
文
庫
本
）

▼
〔
長
暦
二
年
正
月
二
十
一
日
〕
Ａ

　

一
、
更
任

　
　
　
（
〇
中
略
）

　
　

院
宮
更
任

資
房
抄
云
、
権
大
夫
記
云
、
長
暦
二
、
正
、
廿
一
、
除
目
也
、
更
任
院
宮
公
卿
、

殊
不
書
付
、
此
中
皆
加
入
云
々
、

〇『
除
目
申
文
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
広
橋
本
『
除
秘　

蔵
人
要
』〔
資

料
番
号
Ｈ
六
三
―
四
八
三
〕）。

・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
本
（『
正
安
二
年
具
注
暦
』
紙
背
）
は
「
長
暦
二
、正
、

廿
一
」
を
「
長
暦
二
年
正
月
廿
一
日
」
に
作
る
。

・『
綿
書
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
広
橋
本
『
叙
位
儀　

侍
中
要
』〔
資
料
番

号
Ｈ
六
三
―
四
一
九
〕）、『
長
兼
蟬
魚
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本『
除

目
職
事
要
抄
』〔
資
料
番
号
Ｈ
七
四
三
―
二
一
二
〕）、『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁

書
陵
部
蔵
・
九
条
家
本
〔
函
架
番
号　

九
―
五
〇
五
八
〕）、『
魚
魯
愚
別
録
』
巻

一
（
尊
経
閣
文
庫
本
。
古
代
学
協
会
編
『
史
料
拾
遺
五　

前
田
家
本
魚
魯
愚
鈔

中
巻
』
臨
川
書
店　

一
九
七
一
年
）
は
「
資
房
抄
云
、権
大
夫
記
云
、長
暦
二
、正
、

廿
一
、
除
目
也
、」
を
「
資
抄
云
、
長
久
二
年
正
月
記
云
、」
に
作
る
。

・『
春
記
』
か
否
か
不
明
。
渡
邉
前
掲
論
文
は
「
権
大
夫
記
」
の
記
主
を
藤
原
経
任

と
す
る
。

▼
〔
長
暦
二
年
正
月
二
十
一
日
〕
Ｂ

　

造
短
冊
事

　
　
　
　
（
○
中
略
）

　
　

申
文
短
冊
文

　
　
　
　
（
〇
中
略
）

　
　
　

公
卿
更
任
〈
資
房
卿
説
、
更
任
ハ
院
宮
公
卿
別
不
書
付
、
此
内
ニ
皆
加
入
、〉

　
　
　
　
（
〇
中
略
）

　

秋
除
目
可
無
公
卿
当
年
給
短
冊
事

　
　
　
（
○
中
略
）

　
　

公
卿
更
任

　
　
　

院
宮
公
卿
別
不
書
付
、
此
内
ニ
皆
加
入
、

　
　

見
資
房
長
〔
長

久暦
ヵ
〕二

年
記
、

〇『
綿
書
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
広
橋
本
『
叙
位
儀　

侍
中
要
』〔
資
料
番

号
Ｈ
六
三
―
四
一
九
〕）。『
魚
魯
愚
別
録
』
巻
一
（
尊
経
閣
文
庫
本
。
古
代
学
協

会
編
『
史
料
拾
遺
五　

前
田
家
本
魚
魯
愚
鈔
中
巻
』
臨
川
書
店　

一
九
七
一
年
）

も
同
じ
。

▼
〔
長
暦
二
年
正
月
〕

　

白
馬
節
会

出
御
儀
如
常
、（
〇
中
略
）
次
親
族
拝
舞
、〈
内
裏
式
、
仗
不
興
、
羽
林
抄
、
可
興

之
由
不
見
、
随
又
長
暦
二
年
資
房
記
、
仗
不
興
、
是
非
群
拝
儀
故
也
云
々
、〉

〇『
羽
林
要
秘
抄
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
非
職
事
雲
客
所
役
秘
抄　

付
羽
林
要

秘
抄
』〔
請
求
番
号
Ｗ
Ａ
一
六
―
四
七
〕）

・『
羽
林
要
秘
抄
』に
つ
い
て
は
高
田
義
人「
藤
原
定
能
撰『
羽
林
要
秘
抄
』の
原
撰
本
」

（『
書
陵
部
紀
要
』
六
七　

二
〇
一
六
年
）
参
照
。

▼
〔
長
暦
二
年
三
月
九
日
〕

　

可
行
直
物
由
奏
聞
事

　
　

大
臣
兼
日
令
職
事
〈
或
殿
上
弁
、〉
被
奏
其
日
可
行
直
物
由
、〈
或
当
日
奏
之
、〉

「
首
（
〇
朱
書
）
書
」〈（
〇
中
略
）
資
房
記
云
、
長
暦
二
、三
、九
、
明
日
必
可
直
物
、
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大
外
記
頼
隆
勘
申
云
、
八
幡
臨
時
祭
還
立
日
例
不
吉
、
其
月
関
白
入
滅

云
々
、
仍
延
引
、〉

〇『
直
物
抄
』
第
一
次
第
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本
（〔
資
料
番
号
Ｈ

七
四
三
―
四
三
九
―
一
〕。
東
山
御
文
庫
本
も
同
じ
）。

▼
〔
長
暦
二
年
十
月
二
十
三
日
〕

　

一
、
申
文
内
覧
奏
聞
事

　
　

資
抄
云
、（
〇
中
略
）

同
抄
云
、
長
暦
二
年
十
月
廿
三
日
、
除
目
也
、
仍
早
旦
参
関
白
殿
、
覧
人
々
申

文
、
先
例
不
内
覧
云
々
、
近
代
如
之
者
、

○
『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家
本〔
函
架
番
号 

九
―
五
〇
五
八
〕）

・
同
日
条
に
ほ
ぼ
同
文
を
存
す
る
が
、
若
干
文
字
の
出
入
り
が
あ
る
た
め
、
参
考
と

し
て
掲
載
す
る
。

▼
〔
長
暦
二
年
十
月
二
十
三
日
別
記
〕

　

一
、
御
装
束

　
　
　
（
〇
中
略
）

資
房
卿
記
云
、
長
暦
二
年
十
月
廿
三
日
、
今
日
除
目
也
、
先
是
放
二
間
御
障
子
、

〈
不
奉
撤
御
仏
等
、〉
南
廂
東
第
四
間
立
廻
四
尺
御
屏
風
一
帖
、
其
中
供
半
帖
副

御
簾
立
三
尺
御
几
帳
一
本
、〈
打
上
御
几
帳
帷
也
、〉
其
御
座
前
候
御
硯
等
也
、

垂
南
御
簾
、
東
一
二
間
東
行
更
北
折
、
敷
緑
端
帖
為
納
言
・
参
議
座
、
当
御
座

間
敷
菅
円
座
三
枚
、〈
西
座
関
白
、
東
一
座
右
大
臣
、
東
内
大
臣
座
、
件
等
座

頗
進
御
簾
敷
之
、
関
白
・
左
大
臣
座
与
右
大
臣
座
、
相
並
之
、
今
日
内
大
臣
有

障
不
参
入
、
而
候
此
座
、
是
関
白
命
也
、〉

○
『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家
本〔
函
架
番
号　

九
―
五
〇
五
八
〕）

▼
〔
長
暦
二
年
十
月
二
十
三
日
別
記
ヵ
〕

　

准
后
或
入
院
宮
或
入
公
卿
給
事

　
　
　
（
〇
中
略
）

資
抄
云
、
長
暦
二
年
十
月
記
云
、
除
目
也
、
前
斎
院
〈
二
品
、〉・
鷹
司
殿
御
給

入
公
卿
給
、
而
至
内
官
未
給
御
申
文
者
、
其
短
冊
欲
書
公
卿
内
官
未
給
之
処
、

公
卿
内
官
未
給
未
聞
事
也
、
仍
又
以
内
官
御
申
文
入
院
宮
、
以
外
国
御
給
申
文

入
公
卿
給
、
事
已
両
端
也
、
可
無
便
也
、
仍
以
此
旨
申
請
関
白
之
処
、
被
命
云
、

斎
院
幷
鷹
司
殿
御
給
等
只
可
入
院
宮
給
、
仍
可
無
難
者
、
仍
入
院
宮
給
中
畢
、

〇『
長
兼
蟬
魚
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本
『
除
目
職
事
要
抄
』〔
資

料
番
号
Ｈ
七
四
三
―
二
一
二
〕）。『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家

本
〔
函
架
番
号　

九
―
五
〇
五
八
〕）
も
同
じ
。

・『
除
目
申
文
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
広
橋
本
『
除
秘　

蔵
人
要
』〔
資

料
番
号
Ｈ
六
三
―
四
八
三
〕）は「
資
抄
」を「
資
房
抄
」に
作
る
。
同
書
お
よ
び『
魚

魯
愚
別
録
』
巻
一
（
尊
経
閣
文
庫
本
。
古
代
学
協
会
編
『
史
料
拾
遺
五　

前
田
家

本
魚
魯
愚
鈔
中
巻
』
臨
川
書
店　

一
九
七
一
年
）
は
そ
の
他
、
脱
字
等
あ
り
。

・『
綿
書
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
広
橋
本
『
叙
位
儀　

侍
中
要
』〔
資
料
番

号
Ｈ
六
三
―
四
一
九
〕）お
よ
び『
魚
魯
愚
別
録
』巻
一
に「
長
暦
二
年
十
月
廿
三
日
、

除
目
、
斉
〔
斎
〕宮
・
鷹
司
殿
御
給
入
院
宮
束
、
共
准
三
宮
也
、
見
資
房
記
、」
と
見
え
る
。

・
本
条
を
『
春
記
』
と
推
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
元
二
年
正
月
Ａ
条
参
照
。

▼
〔
長
暦
二
年
十
月
二
十
三
日
ヵ
〕

諸
奏
等資

房
長
暦
二
年
十
月
記
云
、
諸
奏
等
唯
以
其
望
官
人
〔
入
ヵ
〕申
其
官
之
短
冊
、
今
案
、

八
省
録
ヲ
請
申
、
諸
衛
尉
志
ヲ
請
申
歟
、
近
衛
・
自
余
諸
司
奏
多
有
別
短
冊
、

〇『
綿
書
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
広
橋
本
『
叙
位
儀　

侍
中
要
』〔
資
料
番

号
Ｈ
六
三
―
四
一
九
〕）。

・『
長
兼
蟬
魚
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本
『
除
目
職
事
要
抄
』〔
資

料
番
号
Ｈ
七
四
三
―
二
一
二
〕）、『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
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家
本
〔
函
架
番
号
九
―
五
〇
五
八
〕）、『
魚
魯
愚
別
録
』
巻
一
（
尊
経
閣
文
庫

本
。
古
代
学
協
会
編
『
史
料
拾
遺
五　

前
田
家
本
魚
魯
愚
鈔
中
巻
』
臨
川
書
店 

一
九
七
一
年
）
は
「
以
其
望
官
入
申
其
官
之
短
冊
」
に
作
る
。

・「
今
案
」
以
下
は
『
春
記
』
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

▼
〔
長
暦
二
年
十
月
二
十
四
日
ヵ
〕

　

顕
官
撰
残
事

　
　
（
〇
中
略
）

　
　

秋
除
目
院
宮
当
年
給
事

在
御
所〈
自
外
献
也
、〉議
了
令
候
御
硯
筥
、
臨
期
令
候
御
座
辺
如
昨
日
云
々
、

　
　
　
　

見
資
房
長
暦
二
年
十
月
記
、

〇『
綿
書
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
広
橋
本
『
叙
位
儀　

侍
中
要
』〔
資
料
番

号
Ｈ
六
三
―
四
一
九
〕）。

▼
〔
長
暦
二
年
十
月
〕
Ａ

　

任
符
可
巻
加
申
文
奥
事

　
　

資
抄
云
、（
〇
中
略
）

　
　

同
抄
云
、
長
暦
二
年
十
月
記
云
、
任
符
返
上
者
、
其
任
符
巻
加
申
文
是
例
也
、

○
『
長
兼
蟬
魚
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本
『
除
目
職
事
要
抄
』〔
資

料
番
号
Ｈ
七
四
三
―
二
一
二
〕）。『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条

家
本
〔
函
架
番
号　

九
―
五
〇
五
八
〕）、『
魚
魯
愚
別
録
』
巻
一
（
尊
経
閣
文
庫

本
。
古
代
学
協
会
編
『
史
料
拾
遺
五　

前
田
家
本
魚
魯
愚
鈔
中
巻
』
臨
川
書
店　

一
九
七
一
年
）
も
同
じ
。

・
本
条
を
『
春
記
』
と
推
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
元
二
年
正
月
Ａ
条
参
照
。

▼
〔
長
暦
二
年
十
月
〕
Ｂ

　

諸
道
挙

　
　
（
〇
中
略
）

　
　

資
抄
云
、
長
暦
二
年
十
月
記
云
、
以
医
道
奏
入
諸
道
挙
、

○
『
長
兼
蟬
魚
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本
『
除
目
職
事
要
抄
』〔
資

料
番
号
Ｈ
七
四
三
―
二
一
二
〕）。『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家

本
〔
函
架
番
号　

九
―
五
〇
五
八
〕）
も
同
じ
。

・
本
条
を
『
春
記
』
と
推
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
元
二
年
正
月
Ａ
条
参
照
。

▼
〔
長
暦
二
年
十
月
〕
Ｃ

　

其
宮
臨
時
被
申
、

　
　
　
（
〇
中
略
）

抄資歟
、云
、長
暦
二
年
十
月
記
云
、皇
后
宮
臨
時
被
申
諸
国
介
、先
申
関
白
、其
端
書
、

此
間
令
候
御
硯
、

○
『
長
兼
蟬
魚
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本
『
除
目
職
事
要
抄
』〔
資

料
番
号
Ｈ
七
四
三
―
二
一
二
〕）。『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家

本
〔
函
架
番
号　

九
―
五
〇
五
八
〕）
も
同
じ
。

・
本
条
を
『
春
記
』
と
推
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
元
二
年
正
月
Ａ
条
参
照
。

▼
〔
長
暦
二
年
十
月
〕
Ｄ

　

其
官
其
姓
戸
請
申
、

資
抄
云
、
諸
衛
督
請
申
尉
志
、
長
暦
二
年
十
月
記
云
、
右
衛
門
督
有
被
請
申
尉

之
申
文
、
申
関
白
随
命
令
候
御
硯
、
不
付
短
籍
、
只
其
端
書
右
衛
門
督
請
申
尉
、

○
『
長
兼
蟬
魚
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本
『
除
目
職
事
要
抄
』〔
資

料
番
号
Ｈ
七
四
三
―
二
一
二
〕）。『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家

本
〔
函
架
番
号　

九
―
五
〇
五
八
〕）
も
同
じ
。

・
本
条
を
『
春
記
』
と
推
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
元
二
年
正
月
Ａ
条
参
照
。

▼
〔
長
暦
二
年
十
月
〕
Ｅ
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前
坊
帯
刀

　
　

資
抄
云
、
長
暦
二
年
十
月
記
云
、
前
坊
帯
刀
申
諸
司
三
分
、
其
端
書
之
令
候
、

○
『
長
兼
蟬
魚
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本
『
除
目
職
事
要
抄
』〔
資

料
番
号
Ｈ
七
四
三
―
二
一
二
〕）

・
本
条
を
『
春
記
』
と
推
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
元
二
年
正
月
Ａ
条
参
照
。

▼
〔
長
暦
二
年
十
二
月
十
三
日
別
記
〕

　
　
　
　

資
房
卿
記
〈
于
時
蔵
人
頭
、〉

長後朱
雀
院
暦
二
年
十
二
月
一
日
、〈
癸
亥
、〉蜜
々
令
勘
御
神
楽〈
内
侍
所
、〉日
時
、十
三
日
、

〈
乙
亥
、〉天
晴
、今
夜
有
内
侍
所
御
神
楽
事此御
神
楽
先
例
有
由
緒
之
時
、雖
被
行
之
、毎
年
可
被
行
事
、

、〈
先
是
申
関
白
殿
令
勘
日
時
也
、
内

覧
之
後
、
又
奏
行
、
行
事
蔵
人
令
催
雑
事
、
件
御
神
楽
先
例
有
由
緒
所
被
行
、
是

希
代
之
事
也
、
而
有
所
思
食
、
毎
年
可
被
行
也
、
予
昨
日
於
朝
餉
御
前
書
出
召
人
、

又
定
禄
法
等
、
先
帝
御
時
、
女
官
禄
太
過
差
、
又
女
官
太
多
、
今
是
毎
年
事
也
、

仍
定
可
被
行
也
、
仍
定
申
其
禄
法
、
定
文
等
在
別
紙
、〉
亥
時
許
事
始
、
召
人
幷

殿
上
人
各
着
座
、
於
温
明
殿
西
庭
有
此
事
、〈
先
是
撤
簀
子
等
、〉
南
渡
殿
幷
件

殿
西
廂
等
懸
御
簾
、召
人
座
席
在
南
北
東
西
行
、〈
以
東
為
上
、〉
其
後
儲
近
衛
司
・

召
人
等
座
、
主
殿
寮
焼
庭
火
、
殿
上
人
座
在
綾
綺
殿
東
砌
壇
上
、〈
一
行
敷
之
、〉

穀
倉
院
儲
召
人
饌
、〈
衝
重
、〉
内
蔵
寮
儲
殿
上
饌
幷
女
官
饌
、大
膳
儲
御
供
初
献
、

頭
弁
・
予
勧
盃
相
分
勧
之
也
、
次
々
勧
盃
、
次
第
取
之
、
子
時
許
事
了
給
禄
、〈
頭

弁
以
下
取
之
、〉
四
位
白
褂
、
五
位
単
衣
、
近
衛
司
・
召
人
各
疋
絹
、
内
蔵
寮
所

儲
也
、

　

歌
殿
上
・
地
下
共
号
召
人
事

召
人

　
　

資右中
弁
、御
年
三
十
四
、

通
朝
臣　
　

実
基
朝
臣　
　

孝
義
朝
臣　
　

 

経
長
朝
臣

　
　

経
季
朝
臣　
　

経
家　
　
　
　

挙
範　
　
　
　

 

経
季

　
　

済
道　
　
　
　

信
頼
〈
笛
、〉　

成
棟
〈
篳
篥
、〉　

資
範

　

近
衛
司
召
人

　
　
　

左

　
　

将
曹
久
友　
　

府
生
武
重　
　

武
方　
　

久
方　
　

番
長
武
行

　
　
　

右

　
　

将
監
政
方　
　

公
方　
　

府
生
助
武　
　

公
安　
　

番
長
時
助

　
　

人
長
高
扶
宣
〈
禄
絹
一
疋
、〉

　
　

内
侍
二
人
〈
典
侍
一
人
・
陪
従
掌
侍
一
人
役
供
云
々
、〉

○
東
山
御
文
庫
本『
内
侍
所
御
神
楽
部
類
記
』〔
勅
封
番
号
一
二
六
―
七
〕（
宮
内
庁
蔵
）

▼
〔
長
暦
二
年
〕

　

内
給

　
　
（
〇
中
略
）

　

資
抄
云
、
長
暦
二
年
記
云
、
内
給
所
（
マ
マ
）其

端
書
之
、

○
『
長
兼
蟬
魚
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本
『
除
目
職
事
要
抄
』〔
資

料
番
号
Ｈ
七
四
三
―
二
一
二
〕）。『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家

本
〔
函
架
番
号　

九
―
五
〇
五
八
〕）
も
同
じ
。

・
本
条
を
『
春
記
』
と
推
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
元
二
年
正
月
Ａ
条
参
照
。

▼
〔
長
暦
二
年
頃
ヵ
〕

　

賭
射

　
　
（
○
中
略
）

奏
聞
儀

入
神
仙
門
昇
小
板
敷
、
出
上
戸
跪
、（
○
中
略
）
返
給
杖
於
本
府
官
人
、
授
文
於

行
事
蔵
人
、〈
或
給
出
納
、
資
房
記
、
右
府
命
如
此
、
近
代
不
然
、〉
右
次
将
又
如

此
、〈
雖
左
五
位
右
四
位
、
猶
依
府
次
奏
之
、〉

択
吉
時
率
射
手
、

四
府
各
着
南
殿
前
庭
座
、（
○
中
略
）
上
卿
召
左
右
的
付
、
少
将
各
称
唯
、〈
近
代

不
必
然
歟
、〉
共
入
幔
門
参
上
、〈
羽
林
抄
云
、
雖
左
五
位
右
四
位
、
依
官
次
着
座
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又
如
此
、
資
房
卿
記
云
、
為
右
四
位
者
先
進
着
座
如
此
、
右
府
命
也
、〉
置
弓
於

右
賜
奏
文
、取
副
弓
左
廻
退
去
、〈
右
奏
賜
左
、左
奏
給
右
、〉
出
幔
門
取
副
硯
〈
本

府
儲
之
入
柳
筥
、
加
入
奏
於
其
筥
、〉
於
弓
、
進
着
的
付
座
、〈
射
場
東
砌
敷
菅
円

座
二
枚
、左
北
右
南
並
西
面
、
資
房
記
云
、可
脱
沓
、〉
右
次
将
又
如
此
、（
○
中
略
）

出
居
次
将
依
上
卿
気
色
仰
云
、
的
加
介
、〈
羽
林
抄
云
如
此
、
資
房
記
云
、
不
待

上
卿
気
色
、
中
少
将
直
仰
之
由
、
見
清
慎
公
御
記
、〉
木
工
寮
懸
也
、

○
西
園
寺
文
庫
本
『
羽
林
要
秘
抄
』（
立
命
館
大
学
図
書
館
蔵
『
新
選
羽
林
抄
』）

・
高
田
義
人
「
藤
原
定
能
撰
『
羽
林
要
秘
抄
』
の
原
撰
本
―
本
文
復
原
の
試
み
―
」

（『
書
陵
部
紀
要
』
六
七　

二
〇
一
六
年
）
に
翻
刻
あ
り
。

▼
〔
長
暦
三
年
正
月
二
十
一
日
〕

　

公
卿
二
合

　
　
　
（
〇
中
略
）

資
房
抄
云
、
長
暦
三
年
正
月
廿
一
日
記
云
、
除
目
、
公
卿
給
中
可
有
公
卿
二
合

短
尺
、
而
直
入
当
年
給
、
若
未
給
束
了〔乎
ヵ
〕、是

大
概
也
、
可
無
殊
難
、

〇『
除
目
申
文
抄
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
・
内
閣
文
庫
本
『
除
秘
抄
』〔
請
求
番
号
古

三
―
一
八
八
〕。
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
本
『
正
安
二
年
具
注
暦
』
紙
背
も

同
じ
）。
広
橋
本
『
除
目
申
文
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
広
橋
本
『
除

秘　

蔵
人
要
』〔
資
料
番
号
Ｈ
六
三
―
四
八
三
〕）
は
こ
の
箇
所
は
節
略
文
。

・『
長
兼
蟬
魚
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本
『
除
目
職
事
要
抄
』〔
資

料
番
号
Ｈ
七
四
三
―
二
一
二
〕）、『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家

本
〔
函
架
番
号　

九
―
五
〇
五
八
〕）
は
「
資
房
抄
」
を
「
資
抄
」
に
作
る
。

・『
魚
魯
愚
別
録
』
巻
一
（
尊
経
閣
文
庫
本
。
古
代
学
協
会
編
『
史
料
拾
遺
五　

前

田
家
本
魚
魯
愚
鈔
中
巻
』
臨
川
書
店　

一
九
七
一
年
）
は
「
若
未
給
束
了
」
を
「
若

未
給
束
乎
」
に
作
る
。

・
本
条
を
『
春
記
』
と
推
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
元
二
年
正
月
Ａ
条
参
照
。

▼
〔
長
暦
三
年
正
月
二
十
一
日
ヵ
〕
Ａ

　

撰
調
畢
積
御
硯
筥
蓋
並
御
座
前
事

　
　
　
（
〇
中
略
）

資
抄
云
、（
〇
中
略
）

同
抄
云
、
長
暦
三
年
正
月
記
曰
、
申
文
等
選
了
、
即
結
積
置
御
硯
筥
蓋
、
袖
書

等
又
結
之
、
内
給
等
又
在
大
結
外
、
相
重
御
硯
筥
並
御
座
前
、
入
欠
官
之
覧
筥

在
其
傍
、

〇『
長
兼
蟬
魚
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本
『
除
目
職
事
要
抄
』〔
資

料
番
号
Ｈ
七
四
三
―
二
一
二
〕）。『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家

本
〔
函
架
番
号　

九
―
五
〇
五
八
〕）
も
同
じ
。

・
本
条
を
『
春
記
』
と
推
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
元
二
年
正
月
Ａ
条
参
照
。

▼
〔
長
暦
三
年
正
月
二
十
一
日
ヵ
〕
Ｂ

　

結
袖
書
事

資
房
長
暦
三
年
記
云
、
申
文
等
撰
了
、
取
目
録
各
付
短
冊
、
即
大
結
積
置
御
硯

筥
蓋
、
袖
書
等
又
結
之
、
内
給
等
在
大
結
之
外
之
、
申
治
国
・
加
階
・
前
坊
帯

刀
・
内
給
等
、

○
『
綿
書
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
広
橋
本
『
叙
位
儀　

侍
中
要
』〔
資
料
番

号
Ｈ
六
三
―
四
一
九
〕）

・『
魚
魯
愚
別
録
』
巻
一
（
尊
経
閣
文
庫
本
。
古
代
学
協
会
編
『
史
料
拾
遺
五　

前

田
家
本
魚
魯
愚
鈔
中
巻
』臨
川
書
店　

一
九
七
一
年
）は「
申
治
国
」の
上
に「
令
」

字
あ
り
。

▼
〔
長
暦
三
年
三
月
ヵ
〕

　

臨
時
祭
試
楽
〈
前
二
日
、〉

　
　
（
○
中
略
）

　

行
事
蔵
人
催
御
馬
引
間
事
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［『春記』逸文拾遺（稿）］……小倉慈司・小川宏和

長
暦
三
年
、〈
春
、〉
左
五
疋
、
右
四
疋
、〈
不
足
、〉
予
〈
頭
中
将
、〉
取
硯
・

御
馬
解
文
参
日
御
座
、
依
仰
付
乗
尻
、
一
疋
不
足
、
仍
右
寮
解
文
奥
書
舞
人

一
人
名
、
是
仰
旨
也
、
書
了
退
、
授
行
事
蔵
人
、

〇『
臨
時
祭
試
楽
調
楽
』（
浅
野
長
武
蔵
。
古
典
保
存
会
影
印
本　

一
九
四
三
年
）

・
同
書「
御
装
束
」の
項
に
記
名
を
記
さ
ず
長
暦
三
年
十
一
月
二
十
日
条
の
一
部「
依

御
物
忌
不
出
御
簾
外
、猶
立
御
椅
子
例
也
、」
を
引
用
し
て
お
り
、本
記
事
も
『
春

記
』
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

▼
〔
長
暦
三
年
七
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
、
二
十
七
日
、
三
十
日
〕

後
朱
雀
、
資
房
小
〔
卿
記ヵ
〕云
、

長
暦
三
年
七
月
二
十
四
日
、
主
上
従
今
暁
有
御
悩
事
、
二
十
五
日
、
玉
体
猶
不

快
悩
御
、
未
時
許
開
白
御
修
法
三
壇
許
被
始
行
之
、

大
僧
正
明
尊
大
威
徳
法
、〈
番
〔
伴
〕僧

十
人
、〉
前
大
僧
正
永
円
不
動
法
、〈
番
〔
伴
〕僧

十
人
、〉

律
師
明
快
薬
師
法
、〈
番
〔
伴
〕僧
八
人
、〉

同
二
十
七
日
、
御
悩
宜
御
云
々
、
巳
時
許
発
御
云
々
、
此
御
悩
尤
有
畏
、
自
今

日
被
加
行
三
壇
御
修
法
、

成
典
僧
正
降
三
世
法
、
済
円
僧
都
軍
荼
利
、
永
慶
阿
闍
梨
金
剛
夜
叉
法
云
々
、

　

同
三
十
日
、
玉
体
無
殊
事
御
云
々
、

○
『
阿
娑
縛
抄
』
巻
第
一
二
〇　

五
壇
法
日
記
（
大
正
新
修
大
蔵
経
図
像
九
）。

▼
〔
長
暦
三
年
八
月
二
十
九
日
〕

　

例
幣
依
穢
延
引
例
〈
資
房
記
、〉

延
木
十
二
年
九
月
十
一
日
、
触
穢
人
参
内
、
仍
伊
勢
例
幣
延
日
可
奉
之
由
、
於

建
礼
門
前
有
大
祓
、
同
月
十
七
日
、
被
奉
伊
勢
幣
、
長
元
九
―
九
月
十
一
日
、

依
中
宮
穢
被
延
、〈
皇
后
宮
崩
也
、〉
有
延
引
之
由
大
祓
、
同
十
一
月
十
一
日
、

被
奉
去
九
月
例
幣
、〈
已
上
頼
隆
勘
文
、〉
長
暦
三
、八
、
廿
九
、

○
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
年
中
行
事
秘
抄
』〔
函
架
番
号
一
〇
六
函
一
三
架
一
番
〕

裏
書

・
西
本
昌
弘
『
古
写
本
に
よ
る
年
中
行
事
書
の
比
較
研
究
』（
科
研
報
告
書　

二
〇
〇
四
年
）
に
翻
刻
あ
り
。

▼
〔
長
暦
三
年
九
月
三
日
〕
Ａ

　

内
裏
有
穢
時
、
無
同
御
卜
事

長
暦
三
、九
、三
、
資
房
記
也
、〈
于
時
蔵
人
頭
、〉
関
白
幷
左
府
申
行
、
中
宮
嫄

子
崩
穢
及
内
裏
、

〇
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
年
中
行
事
秘
抄
』（
影
印
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編
『
尊

経
閣
善
本
影
印
集
成
』
四
七
―
二　

小
野
宮
故
実
旧
例
・
年
中
行
事
秘
抄　

八
木

書
店　

二
〇
一
三
年
）

・
Ｂ
条
も
参
照
。

▼
〔
長
暦
三
年
九
月
三
日
〕
Ｂ

　

三
日
御
燈
事

　
　

件
事
、
有
斎
宮
群
行
年
依
為
一
月
斎
被
停
止
之
、

　
　
　

大
嘗
会
年
不
被
停
止
、
已
上
代
々
例
也
、

　

長
暦
三
、九
、三
、
依
穢
不
被
行
、〈
中
宮
嫄
子
崩
八
月
廿
八
日
、
資
房
記
、〉

○
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
年
中
行
事
秘
抄
』〔
函
架
番
号
一
〇
六
函
一
三
架
一
番
〕

裏
書

・
西
本
昌
弘
『
古
写
本
に
よ
る
年
中
行
事
書
の
比
較
研
究
』（
科
研
報
告
書　

二
〇
〇
四
年
）
に
翻
刻
あ
り
。

・
Ａ
条
も
参
照
。

▼
〔
長
暦
三
年
十
一
月
二
十
日
〕

　

臨
時
祭
試
楽
〈
前
二
日
、〉

　
　
（
○
中
略
）
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蔵
人
頭
微
音
称
唯
昇
候
、（
○
中
略
）

長
暦
三
、
雨
儀
、
頭
〈
資
、〉
召
舞
人
、
又
参
上
、
於
公
卿
座
末
方
云
、
六

人
許
可
候
□
□
公
卿
定
申
六
人
許
可
舞
、
予
即
帰
、
以
定
親
令
仰
其
由
、

〇『
臨
時
祭
試
楽
調
楽
』（
浅
野
長
武
蔵
。
古
典
保
存
会
影
印
本　

一
九
四
三
年
）

・
同
日
条
に
ほ
ぼ
同
文
存
す
る
も
文
字
の
異
同
が
あ
る
た
め
、
参
考
と
し
て
掲
載
す

る
。

▼
〔
長
暦
四
年
正
月
六
日
ヵ
〕

　

短
冊
書
様

　
　
（
〇
中
略
）

　

外
記
申
爵
、〈
或
抄
云
、
或
加
階
、〉

　
　
　

長
久
元
資
房
記
云
、
外
記
、（
○
中
略
）　

　

史長兼
元
久
二
、

申
爵
、〈
或
抄
云
、
申
加
階
、〉

　
　
　
　

長
久
元
資
房
記
云
、
史
、

〇
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
叙
位
次
第
抄
』〔
函
架
番
号
五
〇
九
―
九
六
〕

・
あ
る
い
は
同
日
条
の
「
外
記
・
史
・
諸
司
労
、」
を
指
し
た
も
の
か
。『
叙
位
次
第

抄
』
に
は
他
に
も
同
日
条
の
引
用
と
見
ら
れ
る
箇
所
あ
り
。

▼
〔
長
暦
四
年
三
月
十
四
日
〕

　

臨
時
祭
試
楽
〈
前
二
日
、〉

　
　
（
○
中
略
）

　

御
馬
御
覧
事

　
　

蔵
人
私
記
云
、
前
四
日
、
近
代
前
三
日
、

長
久
元
年
三
月
十
四
日
、
午
時
許
御
馬
御
覧
、
右
頭
信
長
候
御
前
、
宛
後
付
、

未
時
公
卿
参
入
試
楽
、
十
六
日
、
祭
、

〇『
臨
時
祭
試
楽
調
楽
』（
浅
野
長
武
蔵
。
古
典
保
存
会
影
印
本　

一
九
四
三
年
）

・『
春
記
』
か
否
か
不
明
。
長
暦
三
年
三
月
ヵ
・
長
暦
三
年
十
一
月
二
十
日
条
参
照
。

▼
〔
長
暦
四
年
九
月
九
日
ヵ
〕

　

一卅
三、
行
幸
夜
、
若
召
仰
以
前
、
有
陣
中
火
事
者
、
次
将
須
帯
平
胡
籙
、
是
元
来
所

随
身
也
、
然
者
可
無
難
、
但
於
公
卿
将
衛
府
督
ハ
可
然
、（
○
中
略
）
於
次
将

者
先
規
不
分
明
、
然
而
猶
事
火
急
ナ
ラ
バ
平
胡
籙
無
便
宜
歟
、
只
召
随
身
狩

胡
籙
帯
之
可
莫
其
難
歟
、
如
法
火
急
之
時
、
不
得
尋
胡
籙
時
、
次
将
帯
剣
許

令
供
奉
行
幸
有
何
事
哉
、
可
依
事
也
、
即
長
暦
年
中
内
裏
焼
亡
之
時
、
左
中

将
資
房
帯
剣
許
供
奉
由
、
見
彼
卿
之
記
、
尤
有
興
事
也
、
諸
事
礼
者
、
可
随

宜
者
也
、

〇『
世
俗
浅
深
秘
抄
』
上
（
群
書
類
従
巻
四
六
九
雑
部
二
四
）

・
同
日
条
に
は
帯
剣
ば
か
り
に
て
供
奉
の
こ
と
が
見
え
な
い
た
め
、
参
考
と
し
て
掲

載
す
る
。

▼
〔
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
十
二
月
二
十
日
ヵ
〕

　

前
坊
庁
蔵
人
申
文
事

長
久
資
房
記
云
、
可
為
袖
書
申
文
、
其
袖
書
云
、
前
坊
庁
蔵
人
、
又
史
生
も

可
為
同
書
、
其
袖
書
云
、
前
坊
史
生
云
々
、

○
『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家
本〔
函
架
番
号 

九
―
五
〇
五
八
〕）

・
同
日
条
に
「
又
坊
官
史
生
已
下
申
文
袖
書
前
坊
史
生
・
前
坊
庁
蔵
人
、
是
例
事

也
、」
と
見
え
る
。
参
考
と
し
て
掲
載
す
る
。

▼
〔
長
久
二
年
正
月
二
日
〕

　
「
資
（
○
頭
書
）房卿
」

長
久
二
年
正
月
二
日
、
壬
子
、
今
夜
初
可
渡
給
小
二
条
殿
也
、〈
此
年
来未
歟
、造
作
修

理
也
、〉
亥
二
刻
許
寄
糸
毛
御
車
、
予
等
同
扈
従
之
騎
馬
如
常
、
自
彼
二
条
殿
西

御
門
入
給
、
黄
牛
幷
火
取
・
水
取
童
、
他
事
等
皆
用
新
宅
儀
、
即
下
給
了
、
以
東

為
礼
方
、
小
時
関
白
已
下
着
饌
、〈
在
東
対
、〉
盃
酒
数
巡
、
了
置
攤
紙
、
即
各
先

置
集
攤
、〈
民
部
行
経
在
予
次
、〉
了
有
擲
采
之
戯
、
先
是
供
御
前
物
、
殿
上
四
位
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已
下
役
之
、
予
不
役
仕
、
是
例
事
也
、
事
了
、

〇
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
伏
見
宮
本
『
諸
院
宮
御
移
徙
部
類
記
』
上
〔
函
架
番
号　

伏

五
四
七
〕

・『
図
書
寮
叢
刊
』
に
翻
刻
あ
り
。

▼
〔
長
久
二
年
正
月
二
十
一
日
〕
Ａ

　

有
論
者
二
三
人
共
撰
入
事

資
房
長
久
二
年
正
月
廿
一
日
記
、
検
非
違
使
巡
申
文
、
資
国
・
俊
通
・
惟
高

皆
有
論
、
三
人
者
例
也
、
史
巡
挙
光
・
佐
親
有
論
、
仍
同
加
入
、

○
『
綿
書
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
広
橋
本
『
叙
位
儀　

侍
中
要
』〔
資
料
番

号
Ｈ
六
三
―
四
一
九
〕。『
魚
魯
愚
別
録
』
巻
一
（
尊
経
閣
文
庫
本
。
古
代
学
協
会

編
『
史
料
拾
遺
五　

前
田
家
本
魚
魯
愚
鈔
中
巻
』
臨
川
書
店　

一
九
七
一
年
）
も

同
じ
。

▼
〔
長
久
二
年
正
月
二
十
一
日
〕
Ｂ

　

一
、
申
文
内
覧
奏
聞
事

資
抄
云
、（
〇
中
略
）
長
久
二
年
正
月
廿
一
日
、
除
目
始
也
、
仍
早
旦
参
関
白

殿
覧
申
文
等
、
皆
撤
礼
紙
也
、

○
『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家
本〔
函
架
番
号 
九
―
五
〇
五
八
〕）

・
本
条
を
『
春
記
』
と
推
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
元
二
年
正
月
Ａ
条
参
照
。

▼
〔
長
久
二
年
正
月
〕
Ａ

　

公
卿
二
合
〈
或
入
未
給
束
、〉

　
　
（
〇
中
略
）

　
　

公
卿
未
給
束
可
入
同
二
合
事
〈
見
資
房
長
久
二
年
記
、〉

付
別
短
冊
事
〈
資
房
長
久
二
年
正
月
記
云
、
或
説
二
合
付
別
短
冊
云
々
、
小

野
右
府
命
也
、〉

○
『
綿
書
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
広
橋
本
『
叙
位
儀　

侍
中
要
』〔
資
料
番

号
Ｈ
六
三
―
四
一
九
〕）。『
魚
魯
愚
別
録
』
巻
一
（
尊
経
閣
文
庫
本
。
古
代
学
協

会
編
『
史
料
拾
遺
五　

前
田
家
本
魚
魯
愚
鈔
中
巻
』
臨
川
書
店　

一
九
七
一
年
）

も
同
じ
。

▼
〔
長
久
二
年
正
月
〕
Ｂ

　

撰
調
畢
積
御
硯
筥
蓋
並
御
座
前
事

　
　
　
（
〇
中
略
）

資
抄
云
、
口
目
抄
云
、
天
元
四
年
十
月
記
曰
（
〇
中
略
）

同
抄
云
、
長
久
二
年
正
月
記
云
、
申
文
等
入
御
硯
筥
、
蓋
重
其
身
置
御
座
前
、

外
記
勘
文
入
覧
筥
、
候
其
右
方
、
是
例
也
、

○
『
長
兼
蟬
魚
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本
『
除
目
職
事
要
抄
』〔
資

料
番
号
Ｈ
七
四
三
―
二
一
二
〕）。『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家

本
〔
函
架
番
号　

九
―
五
〇
五
八
〕）
も
同
じ
。

・「
同
抄
」
が
「
資
抄
」
な
の
か
「
口
目
抄
」
な
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
Ａ
Ｃ
Ｄ
条

を
参
考
に
す
れ
ば
、『
春
記
』
と
考
え
ら
れ
る
か
。
な
お
、
長
元
二
年
正
月
Ａ
条

お
よ
び
長
元
四
年
二
月
十
四
日
Ａ
条
参
照
。

▼
〔
長
久
二
年
正
月
〕
Ｃ

　

公
卿
任
符
返
上

　

任
符
返
上
不
分
給
院
宮
公
卿
為
同
束
事

資
抄
云
、
長
久
二
年
正
月
記
云
、
任
符
返
上
院
宮
公
卿
不
分
別
、
案
之
、〈
資

仲
案
之
、〉
院
宮
任
符
返
上
、
公
卿
任
符
返
上
、
件
短
冊
可
有
歟
、
凡
申
文
短

尺
不
可
有
定
体
、
只
随
当
時
申
文
体
可
付
短
冊
也
、

○
『
長
兼
蟬
魚
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本
『
除
目
職
事
要
抄
』〔
資

料
番
号
Ｈ
七
四
三
―
二
一
二
〕）。『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家

本
〔
函
架
番
号　

九
―
五
〇
五
八
〕）
も
同
じ
。
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・
本
条
を
『
春
記
』
と
推
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
元
二
年
正
月
Ａ
条
、
ま
た

本
日
Ｄ
条
参
照
。

▼
〔
長
久
二
年
正
月
〕
Ｄ

　

任
符
返
上
可
付
別
短
冊
事

経
頼
抄
云
、（
○
中
略
）

資
仲
卿
案
云
、
院
宮
任
符
返
上
、
公
卿
任
符
返
上
、
件
短
冊
別
可
有
歟
者
、
但

資
房
記
云
、
只
任
符
返
上
と
云
短
冊
ニ
テ
不
可
有
分
別
院
宮
公
卿
、

○
『
綿
書
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
広
橋
本
『
叙
位
儀　

侍
中
要
』〔
資
料
番

号
Ｈ
六
三
―
四
一
九
〕）。『
魚
魯
愚
別
録
』
巻
一
（
尊
経
閣
文
庫
本
。
古
代
学
協

会
編
『
史
料
拾
遺
五　

前
田
家
本
魚
魯
愚
鈔
中
巻
』
臨
川
書
店　

一
九
七
一
年
）

も
同
じ
。

・
Ｃ
条
も
参
照
の
こ
と
。

▼
〔
長
久
二
年
正
月
〕
Ｅ

　

文
章
生
散
位

　
　
　
（
〇
中
略
）

資
房
抄
云
、
長
久
二
年
正
月
記
云
、
文
章
生
任
外
国
者
、
任
後
給
官
、
仍
称
散

位
第
一
者
給
官
、

○
『
除
目
申
文
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
広
橋
本
『
除
秘　

蔵
人
要
』〔
資

料
番
号
Ｈ
六
三
―
四
八
三
〕）。『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家
本

〔
函
架
番
号　

九
―
五
〇
五
八
〕）
も
同
じ
。

・『
長
兼
蟬
魚
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本
『
除
目
職
事
要
抄
』〔
資

料
番
号
Ｈ
七
四
三
―
二
一
二
〕）
は
「
資
房
抄
」
を
「
資
抄
」
に
作
る
。

・
本
条
を
『
春
記
』
と
推
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
元
二
年
正
月
Ａ
条
参
照
。

▼
〔
長
久
二
年
正
月
ヵ
〕
Ａ

　

蔵
人
所

　

滝
口

　

出
納資

抄
云
、
長
久
二
年
記
云
、
出
納
・
蔵
人
所
袖
書
、
雖
有
労
帳
勘
文
、
依
□
〔
申

□其
□官
〕令

候
申
文
、
是
又
例
也
、

○
『
長
兼
蟬
魚
抄
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本
『
除
目
職
事
要
抄
』〔
資

料
番
号
Ｈ
七
四
三
―
二
一
二
〕）。

・「
申
其
官
」
三
字
は
『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家
本
〔
函
架
番

号　

九
―
五
〇
五
八
〕）
に
よ
る
。
同
書
は
「
長
久
二
年
」
を
「
長
久
記
」
に
作
り
、

「
蔵
人
所
袖
書
」
を
「
蔵
人
所
・
滝
口
袖
書
」
に
作
る
。

・
本
条
を
『
春
記
』
と
推
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
元
二
年
正
月
Ａ
条
参
照
。

▼
〔
長
久
二
年
正
月
ヵ
〕
Ｂ

　

短
冊
書
様

　
　
　
（
〇
中
略
）

　
　

外
記
申
爵
、〈
或
抄
云
、
或
加
階
、〉

　
　
　

長
久
元
資
房
記
云
、
外
記
、
同
二
、
如
抄
、　

　

史
長
兼
元
久
二
、

申
爵
、〈
或
抄
云
、
申
加
階
、〉

　
　
　
　

長
久
元
資
房
記
云
、
史
、
同
二
、
如
抄
、

　
　
　
　
　
（
〇
中
略
）

　
　

或
抄
云
、

神
祇
伯
申
加
階
、

祭
主
申
加
階
、〈
長
久
二
資
房
記
云
、
祭
主
申
爵
、〉

　
　
（
〇
中
略
）

諸
道
博
士
申
加
階
〈
資
房
長
久
二
記
云
、
如
抄
、
紀
伝
策
労
幷
暦
博
士
在
此

中
、〉

　
　
（
〇
中
略
）
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王
氏
爵
事

資
房
長
久
二
記
云
、
式
部
卿
親
王
送
王
氏
爵
申
文
外
記
筥
文
之
物
也
、
仍
返
遣

称
先
例
重
送
之
、
直
給
外
記
畢
、
彼
宮
不
存
歟
、

　
　
　
　
　
（
〇
中
略
）

　

一
、
袖
書
事

　
　
　
　
（
〇
中
略
）

　
　

某
朝
臣
罷
外
記
受
領
巡
年
申
加
階
、

　
　

長
久
元
資
房
記
云
、（
〇
中
略
）　　

　
　

同
二
記
云
、
大
夫
史
義
賢
申
文
書
袖
書
、〈
以
春
日
行
幸
賞
申
譲
男
国
重
、〉

　
　
　
　
（
〇
中
略
）

　

次
叙
位
、

　
　
　
　
（
〇
中
略
）

　

次
六
位
蔵
人
二
人
奏
之
、

　
　

位
記
置
日
記
御
厨
子
、

　
　
　
　
（
〇
中
略
）

資
房
長
久
二
記
云
、
召
名
可
納
日
記
御
厨
子
也
、
先
例
置
物
御
厨
子
也
、
而
近
代

之
例
也
、

〇
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
叙
位
次
第
抄
』〔
函
架
番
号
五
〇
九
―
九
六
〕

▼
〔
長
久
三
年
十
月
二
十
七
日
〕
Ａ

　

十
年
労
事
〈
近
代
除
目
無
之
、〉

長
元
四
年
二
月
十
四
日
、（
〇
中
略
）

長権大
夫
記
久
三
、十
、廿
七
日
云
々
、不
置
十
年
労
、仍
為
見
可
遷
官
転
任
之
人
々
年
限
、

雖
召
執
筆
選
求
筥
文
之
処
、
遂
不
撰
出
、
同
〔
問
ヵ
〕経
長
、
申
云
、
叙
位
時
可
置
之
、

除
目
時
不
必
候
之
者
、
此
事
如
何
、
汝
為
頭
之
時
、
置
之
者
、
令
奏
者
、
叙
位

者
置
諸
司
判
官
以
上
年
〔
十
脱
〕労
也
、
為
見
給
爵
之
年
限
也
、
除
目
者
主
典
已
上
十
年

労
也
、
為
覧
転
任
遷
任
労
也
、
是
皆
依
右
衛
門
督
藤
原
朝
臣
幷
右
大
臣
申
毎
度

令
候
之
由
、
仰
云
、
今
日
仰
経
長
令
置
者
、
小
選
之
後
退
殿
上
、
経
長
同
〔
問
ヵ
〕此事

、

奏
可
置
之
由
、
不
尋
知
古
跡
之
人
、
不
聞
如
此
事
也
云
々
、

○
『
除
目
抄
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
・
内
閣
文
庫
本
『
除
秘
抄
』〔
請
求
番
号　

古
三

―
一
八
八
〕）。

・『
魚
書
奉
行
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家
本
〔
函
架
番
号 

九
―
五
〇
五
八
〕）

は
「
廿
七
日
云
々
」
を
「
廿
七
日
、
参
朝
于
飯
方
、
仰
云
、
所
撰
之
申
文
等
有
乖

例
事
、今
」
に
作
り
、「
同
経
長
」
を
「
而
経
長
」
に
作
る
（
群
書
類
従
巻
一
〇
九
『
除

目
抄
』
は
「
問
経
長
」）。
ま
た
「
是
皆
依
右
衛
門
督
藤
原
朝
臣
」
以
下
な
し
。

・
渡
邉
前
掲
論
文
は
「
権
大
夫
記
」
の
記
主
を
藤
原
経
任
と
す
る
。

・
Ｂ
条
も
参
照
の
こ
と
。

▼
〔
長
久
三
年
十
月
二
十
七
日
〕
Ｂ

　

除
目
十
年
労
事

　
　

長
久
三
年
十
月
廿
七
日
資
房
卿
記
云
、

叙
位
時
者
置
諸
司
判
官
以
上
十
年
労
也
、
為
覧
給
爵本定
、之
年
限
也
、
除
目
時
主

典
以
上
十
年
労
也
、
為
覧
転
任
遷
官
労
也
、

〇『
三
槐
抄
』
上　

初
夜
裏
書
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
・
徳
大
寺
本
三
二
―
一
）

・
Ａ
条
の
内
容
の
節
略
。

▼
〔
長
久
五
年
三
月
〕

　

臨
時
祭
試
楽
〈
前
二
日
、〉

　

御
装
束

　

垂
清
凉
殿
東
廂
御
簾
、〈
燈
楼
綱
皆
反
之
由
、
見
長
久
五
、三
月
記
、〉

〇『
臨
時
祭
試
楽
調
楽
』（
浅
野
長
武
蔵
。
古
典
保
存
会
影
印
本　

一
九
四
三
年
）

・『
春
記
』
か
否
か
不
明
。

▼
〔
長
久
五
年
四
月
一
日
、
九
月
九
日
、
十
月
一
日
〕
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着
東
座
人
路
事

　
　
　
（
〇
中
略
）

　
　

権
大
夫
記
云
、

長
久
五
年
四
月
一
日
、
相（
マ
マ
）印

着
宜
陽
殿
、
督
殿
着
給
外
座
、〈
北
上
西
面
、〉

左
武
衛
同
着
外
座
、予
経
南
〈
踏
筵
如
例
、〉
西
進
、北
向
揖
、昇
着
奥
座
〈
東

面
、〉
筵
、
東
三
条
院
儀
也
、〈
泉
南
廊
也
、〉

　
　
　

右
武
云
、
立
東
方
昇
座
、
自
其
座
末
方
着
奥
云
々
、
是
次
説
也
、

同
年
九
月
九
日
云
、
予
渡
西
着
座
、〈
経
座
南
渡
西
、
北
面
揖
、
着
之
、
着
沓

踏
筵
是
例
也
、
或
説
、
昇
座
自
板
敷
上
渡
着
之
云
々
、〉

十
月
一
日
、
着
宜
陽
殿
、
予
渡
西
着
奥
座
、〈
着
沓
踏
筵
是
例
用
也
、
立
長
押

下
先
揖
、〉

〇『
北
山
抄
』
巻
一
裏
書
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家
本
〔
函
架
番
号　

九
―

四
七
六
〕）。

・
渡
邉
前
掲
論
文
は
「
資
房
抄
」
等
の
引
く
「
権
大
夫
記
」
に
つ
い
て
、
記
主
を
藤

原
経
任
と
考
え
る
が
、
本
記
事
で
は
「
左
武
衛
」
が
経
任
に
あ
た
る
。「
予
」
は

当
時
右
衛
門
督
で
あ
っ
た
資
平
を
「
督
殿
」
と
呼
ん
で
お
り
、
裏
書
を
記
し
た
藤

原
資
仲
（
所
功
「
神
道
大
系
『
北
山
抄
』
の
解
題
」『
宮
廷
儀
式
書
成
立
史
の
再

検
討
』
国
書
刊
行
会　

二
〇
〇
一
年　

初
出
一
九
九
二
年
）
の
兄
で
寛
徳
二
年

（
一
〇
四
五
）
に
東
宮
権
大
夫
と
な
る
資
房
の
可
能
性
が
高
い
。
な
お
九
月
九
日

以
降
が
「
権
大
夫
記
」
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
。

▼
〔
長
久
五
年
〕

　

臨
時
祭
試
楽
〈
前
二
日
、〉

　
　
　
（
○
中
略
）

　

主
上
出
御
、〈
御
引
直
衣
、〉

　
　

蔵
人
頭
供
御
草
鞋
、
踏
含
御
袴
着
御
、

長
久
五
年
、
頭
資
通
供
御
草
鞋
、
即
着
御
、
今
日
御
直
衣
、
不
着
御
草
鞋
歟
、

問
左
兵
衛
督
、
答
云
、
前
々
無
此
事
、
予
帰
家
引
見
日
記
、
更
無
所
見
、
如

何
々
々
、
如
此
記
歟
、
若
此
後
事
歟
、

〇『
臨
時
祭
試
楽
調
楽
』（
浅
野
長
武
蔵
。
古
典
保
存
会
影
印
本　

一
九
四
三
年
）

・『
春
記
』
か
否
か
不
明
。

▼
〔
寛
徳
元
年
（
一
〇
四
四
）
十
二
月
十
三
日
〕

　

十
年
労
事
〈
近
代
除
目
無
之
、〉

　
　
　
（
〇
中
略
）

　

長権大
夫
記

久
三
、十
、
廿
七
、（
〇
中
略
）

長
久
五
・
十
二
・
十
三
記
云
、
除
目
也
、
十
年
労
、
依
天
気
資
通
仰
大
外
記
令
進
之
、

則
進
之
、
蔵
人
長
家
奏
之
、
合
入
欠
官
帳
筥
、
依
筥
多
不
並
置
也
、

○
『
除
目
抄
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
・
内
閣
文
庫
本
『
除
秘
抄
』〔
請
求
番
号　

古
三

―
一
八
八
〕）

・『
春
記
』
か
否
か
不
明
。
渡
邉
前
掲
論
文
は
記
主
を
藤
原
経
任
と
す
る
。

▼
〔
寛
徳
二
年
正
月
七
日
〕

　

馬
允
代
用
近
衛
将
監
例

寛後朱
雀徳
二
年
正
月
七
日
、
甲
子
、
白
馬〔節
脱
〕
会
也
、
権
大
納
言
頼
―宗
卿
行
内
弁
事
、
右

馬
允
源
頼
国
不
参
、
仍
外
記
申
上
卿
之
処
、
以
左
近
衛
少
将
隆
俊
朝
臣
為
代
之

由
仰
了
、
又
右
馬
允
豊
田
憲
隆
俄
不
参
、
以
右
近
将
監
公
近
為
代
、

○
『
妙
音
院
相
国
白
馬
節
会
次
第
』（
立
命
館
大
学
図
書
館
蔵
・
西
園
寺
文
庫
本
『
白

馬
節
会　

秘
』）

・
日
記
名
不
詳
。『
春
記
』
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
参
考
と
し
て
掲
げ
る
。

▼
〔
寛
徳
二
年
正
月
・
二
月
頃
〕

安
元
二
年
七
月
八
日
、建
春
門
院
午
終
許
絶
入
給
、〈
日
来
二
禁
、〉申
終
崩
御
云
々
、

廿
三
日
、左
兵
衛
督
成
範
又
着
諒
闇
、〈
非
素
服
人
、〉
伝
聞
、去
廿
日
内
府
〈
師
、〉
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［『春記』逸文拾遺（稿）］……小倉慈司・小川宏和

被
着
諒
闇
云
々
、（
○
中
略
）

嘉
承
、
内
大
臣
〈
于
時
大
将
、〉
橡
宣
旨
以
前
位
袍
也
、
寛
徳
資
房
記
、

宣
旨
以
前
不
可
着
之
由
見
畢
、

　
　
（
○
中
略
）

　

十
（
○
八
月
）
三
日
、
五
七
日
也
、
予
不
見
、
伝
聞
六
十
僧
也
、

公
卿
或
帯
剣
、
或
不
帯
云
々
、
寛
徳
資
房
記
曰
、
依
関
白
〈
宇
治
殿
、〉
仰
人
々

不
帯
剣
云
々
、
今
日
関
白
不
帯
剣
給
云
々
、
自
余
公
卿
五
分
之
三
ハ
帯
剣
、

○
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
九
条
家
本
『
諒
闇
部
類
記
』〔
函
架
番
号　

九
―
五
二
五
一
〕

建
春
門
院
所
引
定
能
卿
記

・
後
朱
雀
上
皇
崩
御
は
寛
徳
二
年
正
月
十
八
日
。

▼
〔
寛
徳
二
年
四
月
八
日
ヵ
〕

　
　
　
　

礼
服
着
用
次
第

先
着
烏
帽
理
髪
、

北
山
・
西
宮
ノ
記
、
文
カ
ク
ノ
コ
ト
シ
、
然
ニ
寛
徳
資
房
卿
ノ
記
曰
、
舃
ヲ
然
着

具
ノ
後
、
烏
帽
玉
冠
ヲ
着
ル
ト
云
々
、（
〇
中
略
）

次
着
褶
、

北
山
抄
云
、
表
袴
ヨ
リ
三
寸
是
ヲ
上
ル
、
資
房
卿
ノ
記
曰
、
二
寸
ア
マ
リ
ト
云
々
、

（
〇
中
略
）

次
着
小
袖
、〈
頸
紙
常
之
袍
ノ
コ
ト
シ
、〉

資
房
卿
之
記
ニ
云
、頸
紙
ア
リ
、例
ノ
コ
ト
シ
、裳
ヨ
リ
二
三
寸
計
是
ヲ
上
ル
、（
〇

中
略
）

次
着
大
袖
、

資
房
卿
ノ
記
ニ
云
、
小
袖
之
末
ヨ
リ
三
寸
ア
マ
リ
是
ヲ
上
ル
ト
云
々
、

　
（
〇
中
略
）

次
結
綬
、（
〇
中
略
）

北
山
抄
云
、
乳
之
下
綬
ヲ
結
ヒ
テ
下
ヨ
リ
返
ス
、
剣
ノ
平
緒
ノ
コ
ト
シ
、
則
針
糸

ヲ
以
テ
衣
ニ
ト
チ
付
ル
、
資
房
卿
ノ
記
、
糸
ヲ
以
テ
綬
ヲ
乳
之
上
ニ
結
ヒ
テ
下
サ

マ
ニ
返
ス
、
平
緒
ノ
コ
ト
ク
ニ
垂
ル
、
長
一
尺
計
ト
云
々
、

　
（
〇
中
略
）

次
着
玉
冠
、

北
山
抄
ニ
云
、
燈
心
ノ
輪
ノ
上
ニ
冠
ヲ
ク
ハ
フ
、
糸
ヲ
以
テ
結
ヒ
、
固
フ
ト
云
々
、

資
房
卿
ノ
記
、
組
緒
ヲ
以
テ
頸
下
ニ
是
ヲ
結
フ
、
其
総
長
ク
垂
ル
、（
〇
中
略
）

烏（○
底
本
前
行
に
続
く
、他
本
に
よ
り
改
む
）

帽
上
加
輪
事　
　
　
　
　

北（○
底
本
前
行
に
続
く
、他
本
に
よ
り
改
む
）

山
抄
ニ
云
、
二
重
軽
重
ニ
シ
タ
カ
フ
、
資
房
之
卿
記
、
燈
心
之
輪
ヲ
入
ル
、
三

重
墨
ヲ
以
テ
是
ヲ
ヌ
ル
、（
〇
中
略
）

次
取
牙
笏
、

資
房
卿
記
ニ
云
、
次
ニ
笏
ヲ
ト
ル
、
ス
ヘ
カ
ラ
ク
牙
笏
ヲ
用
ユ
ヘ
シ
、
然
ニ
ナ
キ

ニ
ヨ
リ
、
ヨ
リ
テ
其
実
例
之
笏
ヲ
取
ト
云
々
、

　
（
〇
中
略
）

着
烏
皮
舃
事

北
山
抄
云
、
革
緒
ヲ
以
テ
固
ク
結
フ
、
錦
之
襪
ア
リ
ト
云
々
、
資
房
卿
記
ニ
云
、

烏
皮
舃
ヲ
着
、
着
ク
、
組
緒
ヲ
以
テ
固
ク
是
ヲ
結
フ
ト
云
々
、

〇『
有
職
抄
』
巻
七
（
宮
崎
和
廣
編
『
宮
廷
文
化
研
究
（
有
識
故
実
研
究
資
料
叢
書
）』

一
総
説
一　

ク
レ
ス
出
版　

二
〇
〇
五
年
）。

・
後
冷
泉
天
皇
即
位
は
寛
徳
二
年
四
月
八
日
。

▼
〔
寛
徳
二
年
四
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
〕

　

撰
日
次
事

　

職
事
奉
仰
内
々
問
陰
陽
寮
、
無
勘
文
、
避
御
衰
日
幷
執
政
衰
日
始
之
、

　
　
（
〇
中
略
）

　

一
箇
日
除
目
可
不
快
事

資
房
記
曰
、
寛
徳
二
年
四
月
廿
四
日
、
先
日
関
白
被
問
右実資
公
、
府
云
、
今
日
可
被
行

除
目
、
而
終
休
日
也
、
廿
八
日
欲
行
之
処
、
廿
九
日
国
忌
也
、
置
其
間
者
又
可
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及
五
月
、
又
只
有
一
日
除
目
如
何
云
々
、
右
府
被
申
云
、
代
始
只
有
一
日
之
除

目
、
猶
不
快
歟
、
雖
休
日
被
行
有
何
事
哉
、
若
過
今
月
者
尤
可
延
引
云
々
、
今

日
已
除
目
也
云
々
、
但
関
白
殿
不
可
参
内
給
云
々
、
是
依
大通房
、将
御
周
忌
日
近
々

也
云
々
、
廿
五
日
、
除
目
議
如
昨
日
云
々
、
関
白
不
参
給
云
々
、
最
初
除
目
不

被
参
入
事
、
人
々
為
奇
、

〇『
魚
魯
愚
別
録
』
巻
一
（
尊
経
閣
文
庫
本
。
古
代
学
協
会
編
『
史
料
拾
遺
五　

前

田
家
本
魚
魯
愚
鈔
中
巻
』
臨
川
書
店　

一
九
七
一
年
）

▼
〔
寛
徳
三
年
四
月
十
四
日
ヵ
〕

　

寛
徳
三
年
四
月
十
四
日
改
元
、〈
永
承
、
代
始
、〉

　
　
　
（
○
中
略
）

　
　

土
記
、
四
月
十
四
日
、（
○
中
略
）

野
房
記
、
武
衛
被
談
云
、
年
号
事
、
猶
以
承
保
可
為
上
也
、
永
字
年
号
三
也
、

或
一
年
、
或
二
年
云
々
、
猶
可
忌
避
也
者
、

○
『
元
秘
別
録
』
第
一
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
高
松
宮
家
本
『
改
元
勘
文
部

類
』
一
〔
資
料
番
号
Ｈ
六
〇
〇
―
一
〇
二
五
―
二
〕）

▼
〔
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
正
月
七
日
〕

　

天
皇
渡
御
紫
震
殿
、

　
　

御
忌
月
無
出
御
事

永後冷
泉承
三
年
正
月
七
日
、
丙
子
、
節
会
、
内
弁
内
大
臣
也
、
今
日
無
御
出
幷
音
楽
、

不
立
舞
台
、
依
御
忌
月
也
、

　
　
（
○
中
略
）

　

国
栖
奏
〈
奏
歌
笛
、
献
御
贄
也
、〉

　
　
　
（
○
中
略
）

　
　

御
忌
月
只
奏
風
俗
不
奏
笛
事

永
承
三
年
正
月
七
日
、
丙
子
、
節
会
、
内
弁
内
大
臣
也
、
国
栖
奏
歌
不
奏
笛
、

依
御
忌
月
也
、〈
資
房
記
、〉

○
『
妙
音
院
相
国
白
馬
節
会
次
第
』（
立
命
館
大
学
図
書
館
蔵
・
西
園
寺
文
庫
本
『
白

馬
節
会　

秘
』）

・「
御
忌
月
無
出
御
事
」
所
引
記
事
の
日
記
名
は
不
詳
な
る
も
『
春
記
』
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
あ
わ
せ
掲
げ
る
。

▼
〔
永
承
三
年
三
月
二
日
〕
Ａ

　
　
　

同
日
各
用
螺
鈿
太
刀
例

永
承
三
、三
、二
、
興
福
寺
供
養
、〈
去
月
廿
二
日
、
准
御
斎
会
日由
歟
、、

右
大
臣
仰
下

大
外
記
、〉
此
日
上
達
部
用
隠
文
帯
螺
鈿
剣
、
弁
少
納
言
用
処
方
、

○
『
蛙
鈔
』剣（
影
印　

宮
崎
和
廣
編『
宮
廷
文
化
研
究（
有
識
故
実
研
究
資
料
叢
書
）』

六
装
束
一　

ク
レ
ス
出
版　

二
〇
〇
五
年
）

・『
春
記
』
か
否
か
不
明
。
永
承
五
年
三
月
十
五
日
条
参
照
。

▼
〔
永
承
三
年
三
月
二
日
〕
Ｂ

　
　
　
　
　

躑
躅

　
　
　
　
　
（
〇
中
略
）

永
承
三
、三
、二
、
興
福
寺
供
養
、
左
右
堂
童
子
四
位
八
人
躑
躅
色
下
重
也
、
五
位

十
八
人
桜
下
重
、

　
　
（
○
中
略
）

　
　

白
桜
例

　

永
承
三
、三
、
一
〔
二
ヵ
〕、興
福
寺
供
養
、
左
右
堂
童
子
五
位
廿
人
桜
下
重
、

四
位
八
人
ハ
躑
躅
色
也
、

○
『
蛙
鈔
』
下
襲
（
影
印　

宮
崎
和
廣
編
『
宮
廷
文
化
研
究
（
有
識
故
実
研
究
資
料

叢
書
）』
六
装
束
一　

ク
レ
ス
出
版　

二
〇
〇
五
年
）

・『
春
記
』
か
否
か
不
明
。
永
承
五
年
三
月
十
五
日
条
参
照
。
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［『春記』逸文拾遺（稿）］……小倉慈司・小川宏和

▼
〔
永
承
五
年
三
月
十
五
日
〕

　
　
　

同
日
不
可
必
帯
螺
鈿
太
刀
例

永
承
五
、三
、
十廿歟
、五
、
法
成
寺
新
御
堂
供
養
也
、
資
房
用
隠
文
帯
、

依
可
供
奉
行
啓
也
、
然
而
殿
命
云
、
今
日
可
准
御
斎
会
由
宣
下
先
了
、
人
々
皆

用
螺
鈿
剣
可
帯
隠
文
之
由
所
存
也
、
御
斎
会
不
必
然
事
也
、
先
年
此
御
堂
供
養

日
被
准
御
斎
会
雖
被
行
、
故
右
府
只
用
例
帯
蒔
絵
剣
也
、〈
此
後
在
詞
之
、〉

○
『
蛙
鈔
』剣（
影
印　

宮
崎
和
廣
編『
宮
廷
文
化
研
究（
有
識
故
実
研
究
資
料
叢
書
）』

六
装
束
一　

ク
レ
ス
出
版　

二
〇
〇
五
年
）

・
同
日
条
存
す
る
も
、
傍
線
部
分
な
し
。
こ
の
部
分
の
引
用
は
、『
蛙
鈔
』
剣
部
の

他
の
箇
所
に
も
見
え
る
が
、
本
箇
所
が
最
も
長
く
引
用
す
る
。

▼
〔
永
承
五
年
九
月
十
八
日
〕

　

任
秋
田
城
介
事

本
抄
云
、
先
書
出
羽
国
、
次
書
介
字
如
恒
儀
、
但
後
日
賜
秋
田
城
介
執
行
官

符
也
、

〈
首
（
○
朱
書
）
書
〉〈（
〇
中
略
）
資
房
記
云
、
永
承
五
、九
、十
八
、
出
羽
介
平
繁
成
、《
謂

城
介
、》

○
『
直
物
抄
』
第
一
次
第
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
田
中
本
〔
資
料
番
号
Ｈ

七
四
三
―
四
三
九
―
一
〕。
東
山
御
文
庫
本
も
同
じ
）。

▼
〔
永
承
五
年
十
月
十
三
日
、
同
六
年
二
月
二
十
八
日
〕

永
承
五
、十
、十
三
、
幸
女
院
御
在
所
、〈
資
房
卿
記
、
東
北
院
歩
儀
、
御
即
位
之
後
、

初
臨
幸
也
、〉
無
音
楽
、

同
六
、二
、
廿
八
、
幸
東
北
院
、〈
同
卿
記
、
女
院
御
在
所
、〉
無
奏
音
楽
、〈
但
於

饗
座
丞
相
及
戸
部
発
雑
芸
事
、
或
催
馬
楽
、
或
雑
歌
、
或
又
倶
舎
頌
、
奇
怪
々
々
、〉

○
『
御
遊
抄
』
巻
二
朝
覲
行
幸
（
立
命
館
大
学
図
書
館
蔵
・
西
園
寺
文
庫
本
）

▼
〔
永
承
六
年
七
月
十
一
日
・
十
九
日
〕

　
　
　

春
記

永
承
六
年
七
月
十
一
日
、
己
未
、
天
陰
、
内
竪
来
云
、
今
夜
戌
刻
可
遷
御
大
膳
職
、

可
参
入
者
、
称
病
由
不
参
入
、
後
日
聞
、
右
府
已
下
参
入
、
各
着
靴
、
衛
府
次
将

等
着
縫
腋
帯
壺
胡
録
〔
籙
〕云
々
、
督
殿
及
隆
国
・
信
長
・
俊
家
等
不
参
入
云
々
、
御
在

所
大
軽
々
軽
々
、
已
非
皇
居
云
々
、
十
九
日
為
遷
御
冷
泉
院
違
御
方
角
忌
之
故
也
、

王
者
屢
遷
御
所
、
々
未
聞
事
也
、
只
付
万
事
減
王
法
也
云
々
、
子
時
遷
御
云
々
、

十
九
日
、
丁
卯
、
天
晴
、
召
使
来
云
、
今
日
戌
時
可
遷
御
冷
泉
院
、
可
参
入
者
、

答
承
給
之
由
、
今
日
遷
御
冷
泉
院
、
酉
刻
許
参
内
、〈
用
隠
文
半
帯
、〉
御
大
膳
職

也
、
先
是
関
白
及
右
大
臣
参
入
云
、
予
着
陣
座
、〈
在
南
舎
、〉
先
是
中
納
言
俊
家
・

右
兵
衛
督
経
成
在
座
、
納
言
在
外
座
、
行
神
鏡
及
御
竈
神
可
奉
遷
、
今
夜
勘
奏

日
時
也
、
此
間
及
戌
刻
云
々
、
諸
卿
着
靴
、
列
立
御
前
、〈
南
面
、〉
左
大
将
〈
右

府
、〉
在
東
、
次
諸
卿
列
西
、
但
東
上
南
面
、
依
便
宜
歟
、
闈
司
奏
、〈
闈
司
装
束

已
奇
、
又
従
跣
違
例
甚
而
也
、〉
勅
答
後
有
鈴
奏
、〈
少
納
言
清
房
作
法
奇
怪
、
万

人
解
頤
、〉
即
寄
御
輿
、
小
々
時
御
輦
之
間
、
予
退
列
、
出
北
門
騎
馬
、〈
於
此
門

外
騎
也
、〉
馬
副
二
人
取
口
、〈
左
大
弁
経
長
馬
遅
将
来
、
仍
用
他
人
馬
間
遅
参
、〉

出
待
賢
門
、
自
同
大
終路歟
、東
行
、
又
自
堀
川
大
路
南
行
、
於
東
陣
下
馬
、
諸
卿
如
此

輦
路
同
之
、諸
卿
入
左
衛
門
中
、〈
謂
東
陣
、〉
先
是
黄
牛
二
頭
引
立
門
中
左
右
、〈
謂

南
北
、〉
左
右
馬
寮
官
人
引
之
、
大
納
言
師
房
卿
云
、〈
件
卿
依
造
院
行
事
、
不
供

奉
行
幸
、
候
此
院
、
是
例
事
也
、〉
諸
卿
可
在
黄
牛
次
云
々
、
民
部
卿
云
、
不
可
然
、

諸
卿
在
牛
前
列
立
御
庭
、牛
者
在
輦
前
者
也
、是
例
也
、仍
諸
卿
先
列
立
南
庭
如
例
、

〈
此
院
以
東
為
礼
方
、仍
列
立
東
、北
上
西
面
如
内
裏
儀
、〉
執
水
火
童
女
二
人
〈
火

取
脂
燭
、
水
者
入
楾
、〉
在
東
中
門
内
、
此
間
風
力
殊
甚
、〈
自
朝
風
吹
、
太
不
静
、〉

仍
以
大
桶
覆
火
、〈
集
数
多
脂
燭
取
之
、
為
恐
滅
也
、〉
是
若
礙
風
歟
、
太
見
苦
事

也
、
行
事
弁
師
家
扶
持
両
童
女
、
昇
自
南
殿
東
階
、〈
天
徳
例
用
西
階
、
彼
時
西

為
礼
、
此
度
以
東
為
礼
也
、〉
参
入
中
殿
云
々
、〈
大火
歟
、者
幄
歟
、御
殿
油
三
日
不
滅
云
々
、

水
者
給
御
厨
子
所
云
々
、〉
此
間
乗
輿
在
陣
外
、
火
童
早
昇
也
云
々
、〈
源
大
納
言
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行
事
也
、
大
納
言
在
列
、〉
御
輦
入
中
門
〈
黄
牛
在
御
輦
前
、
漸
引
行
、〉
之
間
、

主
税
頭
時
親
朝
臣
〈
四
位
、〉
奉
仕
御
反
閇
、〈
黄
牛
在
前
〉
徐
歩
、
成
呪
術
、
到

南
殿
階
前
、
披
読
呪
書
了
退
去
、
黄
牛
在
殿
左
右
、
御
輦
幸
南
殿
之
間
、
黄
牛
引

退
立
東
西
中
門
、
南
掖
廊
中
撤
御
輿
之
後
、
大
納
言
師
房
卿
令
置
版
位
、
中
務
丞

藤
原
為
信
取
之
、
置
南
庭
中
央
退
去
、
其
後
闈
司
奏
、
勅
答
了
、
少
納
言
奏
進
鈴

了
、〈
作
法
太
奇
、
万
人
莫
人
〔
不
ヵ
〕解

頤
、〉
有
名
謁
、〈
兼
中
少
将
・
公
卿
加
列
立
如

例
、〉
々
々
了
入
御
、
諸
卿
経
左
仗
下
、
各
脱
靴
沓
、
更
着
宜
陽
殿
座
、〈
北
上
東

面
対
、
下
﨟
着
奥
、
座
人
自
地
上
経
南
渡
殿
東
昇
着
云
々
、〉
頭
弁
備
饗
饌
、
民

部
卿
長
家
〈
中
宮
大
夫
、〉・
中
宮
権
大
夫
経
輔
及
右
兵
衛
督
経
成
等
不
燸
座
退
去
、

可
供
奉
中
宮
行
啓
之
故
云
々
、〈
中
宮
今
夜
可
遷
御
此
院
云
々
、〉
右
大
臣
云
、
在

座
公
卿
大
納
言
信
家
・
左
大
弁
経
長
・
宰
相
中
将
能
長
及
予
也
、
盃
酒
之
間
、
無

便
転
盞
、〈
大
納
言
依
為
其
息
也
、〉
仍
停
酒
只
下
箸
、何
事
之
有
哉
者
、即
下
箸
了
、

〈
不
及
計〔汁
ヵ
〕、〉
大
臣
起
座
、
移
着
左
仗
座
、
已
蔵
人
同
移
着
之
、
小
時
大
臣
参
上
殿

上
、
諸
卿
相
従
、
先
是
関
白
被
坐
殿
上
、
即
有
盃
酒
事
、〈
蔵
人
頭
勧
盃
、
五
位
・

六
位
役
之
、〉
此
間
供
五
菓
云
々
、〈
亥
二
点
也
、〉
次
供
御
膳
云
々
、〈
朝
膳
早
於

本
宮
供
了
、
仍
此
院
供
夕
膳
、
是
先
例
等
也
、〉
関
白
参
御
所
、〈
称
風
病
由
、
退

宿
所
云
々
、〉
蔵
人
等
敷
御
前
座
云
々
、〈
東
孫
廂
南
三
間
敷
緑
端
畳
、
不
列
大
臣

座
云
々
、〉
出
御
云
々
、〈
着
御
々
直
衣
、〉
御
昼
御
座
也
、
蔵
人
頭
右
大
弁
経
家

告
召
由
、右
大
臣
已
下
参
候
御
前
座
、給
衝
重
、蔵
人
頭
右
近
中
将
資
綱
朝
臣
勧
盃
、

〈
蔵
人
左
少
将
俊
長
取
杓
、〉
其
後
依
天
気
近
参
長
押
上
、〈
先
是
敷
円
座
、
内
外

相
対
在
御
座
南
、〉
次
蔵
人
頭
経
家
朝
臣
取
御
料
紙
入
、
公
卿
未
方
参
進
、
居
御

座
南
、
頭
退
去
、〈
料
紙
廿
帖
許
盛
折
敷
、
居
高
器
、〉
次
召
筒
采
、〈
蔵
人
左
少

将
俊
長
捧
之
、
奉
大
臣
、
先
例
入
柳
筥
、
今
日
不
然
、
失
歟
、〉
次
六
位
已
上
進
紙
、

〈
先
御
前
中
央
置
円
座
一
枚
、此
上
置
紙
、〉
公
卿
搢
笏
、取
紙
奉
之
、或
抜
笏
退
後
、

或
乍
搢
笏
復
座
、〈
此
両
説
也
、〉
次
六
位
已
上
進
紙
之
者
一
々
参
進
打
攤
、
公
卿

又
自
下
﨟
打
攤
、〈
或
乍
搢
進
打
、
抜
笏
帰
、
或
把
笏
進
打
云
々
、〉
訖
次
給
禄
各

有
差
、〈
件
禄
行
事
等
儲
之
、
先
例
有
等
差
、
而
今
般
無
分
別
歟
、
尤
失
也
、〉
宸

儀
入
御
、
公
卿
退
出
、
于
時
子
三
点
也
、
先
是
中
宮
入
御
、
大
夫
長
家
卿
・
権
大

夫
経
輔
卿
・
右
兵
衛
督
経
成
卿
及
三
位
二
人
〈
俊
房
、
忠
家
、〉
供
奉
云
々
、
又

賢
所
奉
渡
已
了
云
々
、
御
竈
神
子
刻
奉
遷
了
云
々
、
中
納
言
俊
家
卿
供
奉
、〈
在

上
東
門
院
、
上
弘
行
大
速
了
、〉
皇
后
宮
廿
五
日
可
入
内
給
云
々
、〈
御
大
炊
寮
、〉

中
宮
日
者
御
長
家
卿
家
、
今
夜
豈
給
其
家
可
有
家
賞
由
云
々
、
大
納
言
以
其
息
三

位
少
将
忠
家
申
請
可
叙
二
位
之
由
、
而
三
位
中
将
俊
房
本
是
忠
家
之
上
﨟
也
、
為

超
越
不
被
許
忠
家
二
位
云
々
、
造
院
賞
被
行
之
日
次
俊
房
可
叙
二
品
云
々
、
其
次

忠
家
可
叙
云
々
、
仍
今
夜
無
家
賞
事
、
太
任
意
之
代
也
、
嬰
㖨
小
児
等
居
高
位
、

如
予
之
人
雖
積
年
労
、
只
沈
屈
之
愁
、
生
而
遇
乱
代
、
其
理
可
然
之
、
今
日
従
朝

風
吹
、
雖
不
及
発
屈
、
草
木
動
揺
太
不
閑
、
遷
御
之
間
、
南
殿
上
及
遅
〔
庭
ヵ
〕上吹
滅
炬

焔
、
又
吹
満
其
焔
、
或
飛
上
屋
上
、
其
火
焔
飄
々
遍
満
、
見
者
莫
不
驚
恐
、
殿
上

烙
〔
燈
ヵ
〕先
不
燃
、
已
及
幽
暗
、
太
以
周
章
也
、
主
上
出
御
昼
御
座
之
間
、
風
力
弥
倍
、

燭
燈
頻
滅
、
侍
臣
更
々
雖
挙
脂
燭
、
遂
不
能
燃
得
、
事
々
不
便
也
、
如
何
、
但
天

晴
、
月
明
、
出
御
時
闈
司
先
奏
、
是
例
、
而
遷
御
新
宮
之
後
、
又
闈
司
奏
之
如
何
、

天
徳
遷
御
冷
泉
院
御
日
記
不
被
注
新
宮
闈
司
奏
事
、
又
応
和
元
年
遷
御
々
内
裏
御

日
記
如
此
、
而
今
日
儀
両
所
有
闈
司
奏
、
若
依
何
例
哉
、
大
納
言
師
房
作
今
日
次

第
云
々
、
如
何
、
三
今箇歟
、日
宜
陽
殿
及
殿
上
饗
等
儲
之
、
所
々
屯
食
・
女
房
饗
事
如

何
、
可
尋
、
頭
弁
云
、
殿
上
簡
三
今箇歟
、日
間
不
封
云
々
、
如
何
、
予
奏
云
、
慥
不
覚
、

又
無
所
見
、
但
長
久
二
年
遷
御
内
裏
、
彼
時
不
封
簡
云
々
、
頭
弁
云
、
関
白
被
命

不
可
封
之
由
、
仍
不
可
封
者
、
置
牛
在
左
右
中
門
、
南
廊
内
儲
張
槽
、
馬
寮
飼
之
、

天
徳
例
、
在
中
殿
御
前
云
々
、

今
日
参
入
公
卿
、
右
大
臣
〈
教
通
、〉・
大
納
言
三
人
〈
長
家
、
師
房
、
信
家
、〉・

中
納
言
五
人
〈
俊
家
、
経
輔
、
々
々
不
候
御
共
、
又
不
候
御
前
、
供
奉
御
竈
神

之
故
云
々
、〉・
宰
相
三
人
〈
経
長
、
能
長
、
予
、〉・
三
位
二
人
、〈
俊
房
、
忠
家
、〉

此
外
諸
卿
有
障
不
参
入
云
々
、
今
夜
関
白
不
被
候
御
前
、
称
風
病
宿
所
云
々
、

　
　
　

第
二
、三
日
儀
略
之
、

〇『
遷
幸
部
類
記
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
〔
請
求
番
号
〇
一
五
七
―
七
〕）
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［『春記』逸文拾遺（稿）］……小倉慈司・小川宏和

・
丸
山
裕
美
子
「『
遷
幸
部
類
記
』
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
―
影
印
・
翻
刻
篇
（
一
）

江
記
・
春
記
・
小
右
記
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
』
日
本
文
化
学
科
編

五
四　

二
〇
〇
六
年
）
に
影
印
・
翻
刻
あ
り
。

 
▼
〔
天
喜
二
年
（
一
〇
五
四
）
八
月
二
十
二
日
、
同
三
年
十
二
月
二
十
八
日
〕

後
朱
雀　

資
房
小
記
云
、

長
暦
三
年
七
月
二
十
四
日
、（
〇
中
略
）

天
喜
二
年
八
月
二
十
二
日
、〈
癸
丑
、〉
天
皇
御
悩
、〈
若
皇
后
宮
歟
、〉

大
僧
正
明
尊
、
法
印
権
大
僧
都
明
快
、
権
少
僧
都
永
慶
、
阿
闍
梨
頼
尊
、
今
一
人

不
見
之
、〈
不
審
、〉

天
喜
三
年
〈
乙
未
、〉  
十
二
月
二
十
八
日
、

大
納
言
経
長
卿
室
病
悩
、
仍
請
三
位
阿
闍
梨
覚
助
等
五
壇
法
、
覚
助
一
人
効
験
之

間
任
権
律
師
、

○
『
阿
娑
縛
抄
』
巻
一
二
〇　

五
壇
法
日
記
（
大
正
新
修
大
蔵
経
図
像
九
）

・『
春
記
』
か
否
か
不
明
。

▼
〔
年
月
日
不
詳
〕

　

お
も
ひ
き
や
君
か
衣
を
ぬ
き
か
へ
て
こ
き
紫
の
色
を
き
む
と
は

こ
き
紫
と
は
三
位
袍
を
い
ふ
也
、
袍
は
一
位
よ
り
三
位
ま
で
同
色
、
四
位
紫
、

五
位
あ
け
、
六
位
み
と
り
也
、
六
位
叙
五
位
之
時
、
着
五
位
蔵
人
袍
、
四
位

に
叙
す
る
時
、
着
貫
首
袍
、
叙
三
位
人
着
大
臣
袍
也
、

　
　
　
　
（
○
中
略
）

今
世
に
四
位
袍
ひ
と
へ
に
公
卿
に
お
な
し
く
て
き
る
也
、
資
房
卿
記
な
と
に

も
、
三
位
し
て
袍
き
あ
ら
た
む
と
み
え
た
り
、

〇『
僻
案
抄
』
二
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
鷹
司
家
本
〔
函
架
番
号　

鷹
六
四
五
〕）

・「
資
房
卿
記
」
部
分
に
つ
き
、
東
山
御
文
庫
本
（『
案
秘
』
勅
封
番
号
一
八
二
―
七

―
五
）
は
「
資
房
卿
記
」
の
「
記
」
字
を
欠
き
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯

道
文
庫
本
（
請
求
番
号
〇
九
一
―
ト
三
六
―
一
）
は
「
三
位
し
て
袍
き
あ
ら
た
む
」

を「
叙
三
位
着
改
袍
」と
す
る
。
ま
た
東
山
御
文
庫
本
お
よ
び
斯
道
文
庫
本
は「
資

房
卿
（
記
）
な
と
に
も
」
の
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ち
か
き
世
ま
て
」「
近
世
ま
て
」

の
語
が
あ
る
。

・
鷹
司
家
本
・
斯
道
文
庫
本
は
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
監
修
『
古

今
集
注
釈
書
影
印
叢
刊
』
一
僻
案
抄
（
勉
誠
出
版　

二
〇
〇
八
年
）
に
影
印
あ
り
。

▼
〔
年
月
日
不
詳
〕

　

一
、
無
左
右
不
更
衣
事

　
　
　

宿
老
人
忩
不
更
衣
事

　
　
　
　
（
○
中
略
）

　
　
　

宿
老
忩
不
更
衣
例

建
久
二
、十
、十
、
参
鳥
羽
宮
、
着
烏
帽
子
直
衣
、〈
夏
、〉
老
人
早
速
更
衣

零
駕
事
云
々
、
又
冬
直
衣
打
任
事
也
、

能
信
卿
着
之
由
、
見
資
房
記
、
故
九
条
大
相
国
、
中
山
中
納
言
〈
顕
時
、〉

如
此
、

同
三
、四
、八
、〈
亮
闇
中
、〉
右
中
弁
棟
範
朝
臣
来
、
予
〈
内
大
臣
忠
、〉

着
吉
服
冬
直
衣
、〈
烏
帽
、〉
依
非
公
事
、
随
便
宜
、
雖
可
亮
陰
直
衣
、
内
々

事
、
随
便
宜
、
又
着
冬
衣
事
老
大
臣
之
例
也
、〈
能
信
・
能
長
卿
着
之
由
、

見
資
房
卿
記
、
故
九
条
大
相
国
伊
通
公
、〉

〇『
蛙
鈔
』
直
衣
（
影
印　

宮
崎
和
廣
編
『
宮
廷
文
化
研
究
（
有
識
故
実
研
究
資
料

叢
書
）』
六
装
束
一　

ク
レ
ス
出
版　

二
〇
〇
五
年
）

小
倉
慈
司
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

小
川
宏
和
（
早
稲
田
大
学
大
学
院 

文
学
研
究
科
ア
ジ
ア
地
域
文
化
学
コ
ー
ス
）

（
二
〇
一
六
年
一
二
月
二
七
日
受
付
、
二
〇
一
七
年
六
月
五
日
審
査
終
了
）

〔
卿
ヵ
〕
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年 西暦 月日 所収 底本もしくは所収史料
1 万寿 3 1026 6 月 24 日 大成 宇槐記抄
2 万寿 3 1026 12 月 13 日・15 日 〇 御遊抄
3 長元元 1028 10 月 5 日ヵ 〇 明月記
4 長元 2 1029 正月日Ａ 〇 除目申文抄
5 長元 2 1029 正月日Ｂ 〇 長兼蟬魚抄
6 長元 2 1029 10 月 5 日ヵ △ 明月記
7 長元 4 1031 正月 2 日 大成 殿上淵酔部類記
8 長元 7 1034 12 月 11 日 〇 北山抄裏書
9 長元 8 1035 7 月 21 日 △ 北山抄裏書
10 長元 10 1037 10 月 22 日 △ 北山抄
11 長暦 2 1038 正月 2 日 〇 御遊抄
12 長暦 2 1038 正月 21 日Ａ △ 除目申文抄
13 長暦 2 1038 正月 21 日Ｂ 〇 綿書
14 長暦 2 1038 正月日 〇 羽林要秘抄
15 長暦 2 1038 3 月 9 日 〇 直物抄
16 長暦 2 1038 8 月 17 日～9 月 報告 国立歴史民俗博物館蔵（田中本）
17 長暦 2 1038 10 月～12 月 大成 宮内庁書陵部蔵（東寺本）
18 長暦 2 1038 （10 月 23 日） 参考 魚書奉行抄
19 長暦 2 1038 10 月 23 日別記 〇 魚書奉行抄
20 長暦 2 1038 10 月 23 日別記ヵ 〇 長兼蟬魚抄
21 長暦 2 1038 10 月 23 日ヵ 〇 綿書
22 長暦 2 1038 10 月 24 日ヵ 〇 綿書
23 長暦 2 1038 10 月日Ａ～E 〇 長兼蟬魚抄
24 長暦 2 1038 12 月 13 日別記 〇 内侍所御神楽部類記
25 長暦 2 1038 不詳 〇 長兼蟬魚抄
26 長暦 2 頃 1038 不詳 〇 西園寺文庫本羽林要秘抄
27 長暦 3 1039 正月 1 日・3 日・5 日～8 日・10 日 大成 東京大学史料編纂所蔵（狩野養信令写本）
28 長暦 3 1039 正月 21 日 〇 除目申文抄
29 長暦 3 1039 正月 21 日ヵＡ 〇 長兼蟬魚抄
30 長暦 3 1039 正月 21 日ヵＢ 〇 綿書
31 長暦 3 1039 3 月日ヵ 〇 臨時祭試楽調楽
32 長暦 3 1039 7 月 24 日・25 日・27 日・30 日 〇 阿娑縛抄
33 長暦 3 1039 8 月 29 日 〇 大東急記念文庫本年中行事秘抄裏書
34 長暦 3 1039 9 月 3 日Ａ 〇 尊経閣文庫本年中行事秘抄
35 長暦 3 1039 9 月 3 日Ｂ 〇 大東急記念文庫本年中行事秘抄裏書
36 長暦 3 1039 10 月～閏 12 月 大成 宮内庁書陵部蔵（東寺本）
37 長暦 3 1039 （11 月 20 日） 参考 臨時祭試楽調楽
38 長暦 4 1040 正月 大成 宮内庁書陵部蔵（九条家本）
39 長暦 4 1040 （正月 6 日ヵ） 参考 叙位次第抄
40 長暦 4 1040 3 月 14 日 △ 臨時祭試楽調楽
41 長暦 4 1040 4 月 2 日～11 日 大成 宮内庁書陵部蔵（九条家本）
42 長暦 4 1040 4 月 11 日（前欠）～6 月 大成 宮内庁書陵部蔵（東寺本）
43 長暦 4 1040 8 月 3 日（前欠）～30 日 大成 京都国立博物館蔵（東寺本）
44 長暦 4 1040 9 月 大成 宮内庁書陵部蔵（東寺本）
45 長暦 4 1040 （9 月 9 日ヵ） 参考 世俗浅深秘抄

46 長暦 4 1040 10 月 5 日以前（前欠）・
6 日～9 日・14 日 紀要 宮内庁書陵部蔵（九条家本）

47 長暦 4 1040 10 月 14 日（前欠）～29 日 大成 宮内庁書陵部蔵（九条家本）
48 長久元 1040 11 月 大成 宮内庁書陵部蔵（東寺本）
49 長久元 1040 12 月 大成 宮内庁書陵部蔵（九条家本）
50 長久元 1040 （12 月 20 日ヵ） 参考 魚書奉行抄
51 長久 2 1041 正月 2 日 〇 諸院宮御移徙部類記
52 長久 2 1041 正月 21 日Ａ 〇 綿書
53 長久 2 1041 正月 21 日Ｂ 〇 魚書奉行抄
54 長久 2 1041 正月日Ａ 〇 綿書

附表：『春記』年月日一覧
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［『春記』逸文拾遺（稿）］……小倉慈司・小川宏和

年 西暦 月日 所収 底本もしくは所収史料
55 長久 2 1041 正月日ＢＣ 〇 長兼蟬魚抄
56 長久 2 1041 正月日Ｄ 〇 綿書
57 長久 2 1041 正月日Ｅ 〇 除目申文抄
58 長久 2 1041 正月日ヵＡ 〇 長兼蟬魚抄
59 長久 2 1041 正月日ヵＢ 〇 叙位次第抄
60 長久 2 1041 2 月 大成 大谷大学博物館蔵
61 長久 2 1041 3 月 大成 宮内庁書陵部蔵（東寺本）
62 長久 3 1042 10 月 27 日Ａ 〇 除目抄
63 長久 3 1042 10 月 27 日Ｂ 〇 三槐抄裏書
64 長久 5 1044 3 月日 △ 臨時祭試楽調楽
65 長久 5 1044 4 月 1 日 〇 北山抄裏書
66 長久 5 1044 9 月 9 日 △ 北山抄裏書
67 長久 5 1044 10 月 1 日 △ 北山抄裏書
68 長久 5 1044 不詳 △ 臨時祭試楽調楽
69 寛徳元 1044 11 月 24 日 大成 改元部類記
70 寛徳元 1044 12 月 10 日 大成 改元部類記
71 寛徳元 1044 12 月 13 日 △ 除目抄
72 寛徳 2 1045 正月 7 日 △ 妙音院相国白馬節会次第
73 寛徳 2 1045 正月・2 月日頃 〇 諒闇部類記
74 寛徳 2 1045 正月 16 日 大成 園太暦
75 寛徳 2 1045 4 月 8 日ヵ 〇 有職抄
76 寛徳 2 1045 4 月 24 日・25 日 〇 魚魯愚別録
77 寛徳 3 1046 4 月 14 日ヵ 〇 元秘別録
78 永承元 1046 4 月 15 日 大成 改元部類記
79 永承元 1046 11 月 22 日 大成 東宮御元服部類記
80 永承元 1046 12 月 19 日・20 日 大成 東宮御元服部類記
81 永承 3 1048 正月 7 日 〇 妙音院相国白馬節会次第
82 永承 3 1048 正月 25 日以前（前欠）・26 日 大成 武田杏雨書屋蔵
83 永承 3 1048 閏正月 大成 武田杏雨書屋蔵
84 永承 3 1048 2 月 14 日・24 日 大成 武田杏雨書屋蔵，前田育徳会尊経閣文庫蔵
85 永承 3 1048 3 月 大成 武田杏雨書屋蔵，前田育徳会尊経閣文庫蔵
86 永承 3 1048 3 月 2 日ＡＢ △ 蛙鈔
87 永承 3 1048 4 月 5 日・12 日・16 日・17 日 大成 武田杏雨書屋蔵
88 永承 3 1048 5 月 7 日 大成 武田杏雨書屋蔵
89 永承 3 1048 6 月 大成 武田杏雨書屋蔵
90 永承 5 1050 3 月 6 日・10 日・12 日・15 日 大成 妙法院蔵
91 永承 5 1050 3 月 15 日 〇 蛙鈔
92 永承 5 1050 9 月 18 日 〇 直物抄
93 永承 5 1050 10 月 13 日 〇 御遊抄
94 永承 6 1051 2 月 28 日 〇 御遊抄
95 永承 6 1051 7 月 11 日・19 日 〇 遷幸部類記
96 永承 7 1052 4 月 5 日～6 月 10 日 大成 京都国立博物館蔵（東寺本）
97 永承 7 1052 7 月～8 月 大成 京都国立博物館蔵（東寺本）
98 永承 7 1052 9 月 6 日・7 日・28 日 大成 京都国立博物館蔵（東寺本）
99 天喜 2 1054 5 月 大成 高山寺蔵
100 天喜 2 1054 6 月 2 日・4 日（後欠） 大成 高山寺蔵
101 天喜 2 1054 8 月 22 日 △ 阿娑縛抄
102 天喜 3 1055 12 月 28 日 △ 阿娑縛抄
103 不詳 〇 僻案抄
104 不詳 〇 蛙鈔

・「所収」欄の「大成」は『増補史料大成』所収，「報告」は『国立歴史民俗博物館研究報告』50 古瀬奈津子論文所収，「紀要」は『書
陵部紀要』54 宮崎康充論文所収，「○」「△」「参考」は本稿所収の意。うち「△」は『春記』か否か確定できないもの，「参考」
は参考記事を意味する。

・「底本もしくは所収史料」欄には「データベースれきはく」にて公開（予定）の春記データベースにおける底本（逸文の場合は逸文
所収史料名）を記した。




